
作
家
た
ち
が
町
を
美
術
館
に
窯
元
散
策
路
の
仲
間
た
ち
展

2
0
0
9.5.1

V
ol.18

Vol.14

編 集 後 記編 集 後 記
▶さわやかな新緑の季節となりました。一年
間を通じて、いちばん活力のみなぎる時期
です。新名神高速道路甲南インターチェン
ジが開通して、まもなく２ヶ月が経過しよう
としています。
　全国の高速道路は、通行料金が値下げさ
れ、土・日・祝祭日は、どこまで行っても
1,000 円（限定車輌のみ）という遠出には
ありがたい設定です。また、定額給付金を
すでに受取られた方もおられると思います。
ぜひ、この機会にお出掛け下さい。そして、
新しい息吹と風を受け入れてみるのはどうで
しょう。　　　　 （広報特別委員　辻　重治）

この広報紙は古紙パルプを配合しています。
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おもな内容

目
カメラの

　2010年秋に開催される「信楽陶芸トリエンナーレ」のプレイベ
ントとして、4月の3日から6日まで、「信楽座と信楽窯元散策路の
仲間たち展」が開かれ、陶器のまち・信楽が賑わいました。
　窯元散策路の仲間たち展は、今年で4回目とあって、「毎年楽し
みに来ているんですよ」という人も。登り窯や倉庫を使っての作
品展に興味深く見入る人や、信楽焼の器で食事やコーヒーを楽し
む人も…。　　　　　　　　　　　　　　（撮影・山岡光広）
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306億円

各会計別予算額《総括》　　（単位：千円・％）

年度会計名 21年度 伸率

一　　般　　会　　計 30,600,000 △ 4.2

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 7,930,000 △ 2.2

老 人 保 健 医 療 50 △ 100.0

後 期 高 齢 者 医 療 1,479,000 21.9

介 護 保 険 4,553,000 7.1

公 共 下 水 道 事 業 3,472,000 △ 8.6

農 業 集 落 排 水 事 業 1,076,000 △ 25.5

土 地 取 得 事 業 14,400 △ 96.5

野洲川基幹水利施設管理事業 21,827 45.4

鉄道経営安定対策基金 22,000 0.5

鉄 道 施 設 整 備 基 金 22,160 △ 49.6

国民健康保険診療所 584,000 9.9

浄 化 槽 管 理 事 業 101,000 △ 54.5

小　　　　計 19,275,437 △ 7.7

企
業
会
計

病 院 事 業 1,089,907 4.7

水 道 事 業 4,479,411 △ 5.2

小　　　　計 5,569,318 △ 3.4

合　計 55,444,755 △ 5.4

※企業会計の予算額は、「収益的支出」と「資本的支出」の合算とする。

き継ぎ事業・経済不況のなかで、起債の償還期間が据置期間を経過する
ことによって、合併時に比べて9億7528万円の増加）

（3）旧5町で計画した大型事業の継続・実施について
●�甲賀駅周辺、寺庄駅周辺、長野地区のまちづくり交付金事業、スポーツの
森整備、土山体育館地域振興事業、農村振興整備事業などで、16年68
億、17年89億、18年66億…におよんでいる。

（4）権限移譲や制度改正で増加する扶助費
●�老人施設入所費、障害者自立支援事業、児童扶養手当などの権限移譲や
制度改正や高齢者率の進行によって、扶助費は8億3千万円の増加。

（5）発揮できない合併のスケールメリット
●�職員人件費は、合併時に比べて19年度決算では4億5千万円の減。物件費
で6億2千万円の減、補助費は19年度決算と比べて、6億1千万円の減。

緊縮財政平成21年度平成21年度平成21年度平成21年度平成21年度

一般会計甲賀市

民生費

公債費

衛生費
総務費

教育費

土木費

農林水産業費
消防費
商工費
議会費

労働費

災害復旧費・予備費

歳出

市　税

繰入金

諸収入
繰越金

財産収入・寄付金
地方特例交付金

県税交付金※

地方譲与税

県支出金

市　債

地方交付税

国庫支出金・交通
安全対策特別交付金

分担金・負担金
使用料・手数料

歳入

　
甲
賀
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さ
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に
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う
に
な
り
ま
す
。
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（1）�「サービスは高く、負担は低く」とした合併調整の
主な影響

①公共料金
◆�上水道料金（2ヶ月で30㎥使用の場合、一番高い甲南＝5980円
と、一番低い土山＝3100円の平均4380円よりさらに安価とす
るために、合併から10年間で20億円投入して激変緩和策を講じ
ている）
◆�下水道料金（2ヶ月で30㎥使用の場合、土山が4900円と高かっ
たが、水口の3806円に合したため、繰出基準額以上に繰りだし
ている）
◆�国民健康保険税（甲賀町は57150円に対して、他4町の平均は7
万円前後。このため低い甲賀を基準として調整。そのため一般会
計からの繰入額が多い）
②福祉関係
◆�在宅心身障害者福祉手当（水口・土山では制度化されていなかっ

厳しい財政運営の具体例と今後の見直し

た。他にあわせる方向で月額10000円の支給に）
◆�福祉車両の助成（土山・甲賀を除く3町は制度化していたため調
整。年額15000円の助成）
◆�敬老祝い金（水口だけが所得制限を適用していたが他はない。所
得制限撤廃して全市に）
◆�福祉医療費助成（一部の町で実施していた母子家庭や68歳・69
歳老人の単独事業を全市に拡大）
③交通関係
◆巡回バス事業（中学生以上の定期券の場合、一番低い水口で調整）
④教育費関係
◆�児童生徒通学補助の制度化は、土山・信楽で。公共交通機関補助
は、土山・甲賀・信楽で実施されていたものを全市に拡大。

（2）旧5町で増発した起債の元金償還
●�合併後の公債費の増加（ハコ物事業、施設に対して旧町からの引

〝
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移
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　歳入では、地方交付税が落ち込み、74億6600万円から56億9000万円と、28億円の減。国庫・県支出金
も51億5149万円から35億8865万円に減。市税は一時期伸びを示しましたが、新年度は法人税等の落ち込
みで減となっています。
　一方歳出では、棒グラフで顕著なのは教育費。学校施設の耐震化などの建設費による影響。市民の暮らし
にかかわる民生費は一定堅持されているものの、農林水産事業費・土木費が大幅に減となっています。逆に
公債費が高くなっていることもグラフから明らかです。

一般会計当初予算額推移

市税 地方譲与税県税交付金 地方特例交付金 地方交付税 分担金及び負担金 使用料及び手数料 国庫・県支出金 財産収入・寄付金 繰入金 繰越金 諸収入 市債

■17年度 12,054,334,000 802,000,000 1,674,700,000 361,000,000 7,466,000,000 171,906,000 965,866,000 5,151,491,000 279,150,000 1,847,755,000 500,000,000 1,957,198,000 8,198,600,000 

■18年度 12,512,464,000 1,188,400,000 1,696,000,000 363,000,000 6,200,000,000 95,311,000 1,025,005,000 4,624,685,000 174,475,000 1,543,189,000 500,000,000 1,618,071,000 4,259,400,000 

■19年度 14,224,247,000 450,000,000 1,750,000,000 98,000,000 5,320,000,000 72,583,000 1,017,348,000 4,108,846,000 108,007,000 1,017,755,000 500,000,000 1,161,114,000 2,922,100,000 

■20年度 14,412,084,000 464,000,000 1,636,000,000 159,000,000 5,220,000,000 44,876,000 1,075,438,000 3,446,640,000 113,287,000 1,435,048,000 200,000,000 1,249,627,000 2,494,000,000 

■21年度 13,407,082,000 430,000,000 1,509,000,000 190,500,000 5,690,000,000 670,642,000 452,070,000 3,588,658,000 57,179,000 1,225,188,000 150,000,000 1,029,681,000 2,200,000,000 

歳入

歳出

議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 予備費

■17年度 325,961,000 5,227,413,000 7,901,493,000 4,305,920,000 224,492,000 2,351,138,000 394,431,000 6,559,354,000 1,644,926,000 8,461,336,000 871,000 3,932,665,000 100,000,000 

■18年度 267,383,000 4,136,351,000 8,378,605,000 4,169,357,000 224,049,000 2,181,561,000 355,867,000 3,937,739,000 1,328,189,000 6,639,678,000 851,000 4,130,370,000 50,000,000 

■19年度 271,600,000 4,972,419,000 8,112,845,000 3,715,933,000 194,703,000 1,891,517,000 369,984,000 3,444,430,000 1,279,341,000 3,795,635,000 2,000 4,651,591,000 50,000,000 

■20年度 270,233,000 4,420,989,000 8,113,598,000 3,863,918,000 213,209,000 1,405,024,000 489,317,000 2,875,620,000 1,239,131,000 3,774,517,000 2,000 5,184,442,000 100,000,000 

■21年度 270,601,000 3,478,063,000 8,148,917,000 3,809,903,000 268,945,000 1,366,986,000 464,983,000 2,952,226,000 1,200,987,000 3,350,881,000 2,000 5,187,506,000 100,000,000 

3 市議会だより　No.18



　
平
成
21
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
付
託
さ
れ
た
予

算
特
別
委
員
会
で
は
、
4
日
間
に
わ
た
り
各
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採
決
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結
果
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賛
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多
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の
と
決
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ま
し
た
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厳
し
い
財
政
の
な
か 

優
先
す
べ
き
は「
生
活
重
視
と
財
政
強
化
」

　
財
政
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は
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連
続
で
厳
し
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増
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お
り
、
昨
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り
さ
ら
に
厳
し
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状
況
と
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り
ま
し
た
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総
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編
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昨
年
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各
所
管
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は
、
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務
の
徹
底

し
た
見
直
し
と
、
コ
ス
ト
意
識
の
向
上
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重
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予
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
６
つ
の
目

標
を
設
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安
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、
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く
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す

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
へ

予算特別委員会

集
中
審
査

「稼ぐ」「削る」「守る」

農地・水・環境向上対策事業	 57,376

中山間地域直接支払交付金	 37,033

間伐材搬出対策事業補助（新）	 14,700

県民参加の里山づくり事業（新）	 10,400

強い農業づくり交付金事業（新）	 7,086

鳥獣害対策・有害鳥獣駆除事業	 12,063

観光協会補助	 12,640

経済振興特区推進事業（信楽特区）	 13,087

信楽焼振興事業補助	 9,271

（仮）くすり学習館整備事業	 157,924

中小企業融資制度推進事業	 90,707

商工会事業補助	 36,000

ふるさと雇用再生特別交付金事業（新）	 31,931

緊急雇用創出事業臨時特例交付金事業（新）	28,069

地域の特性を生かし、
元気な産業を伸ばす目標 4

図書館図書の購入	 26,000

スポーツ少年団活動補助	 5,670

スポーツ振興事業委託	 13,895

教育相談・適応指導等ケアサポート事業	 36,124

児童生徒就学援助事業	 35,600

市内遺跡緊急発掘調査事業（紫香楽宮跡）	18,726

市史編纂事業（市史分野編第６巻編纂・刊行）	19,610

地域創造事業（新）	 4,858

たくましい心身と郷土への
誇りをもつ人を育てる目標 5

区事務活動・地域区長会交付金	 52,253

市民活動支援補助	 1,900

自治ハウス整備補助	 6,800

コミュニティ助成事業補助	 8,500

テーマコミュニティ活動支援事業	 5,822

広報あいこうか発行	 36,635

市民と行政の協働により、
まちの成長力を高める

恊働の
目標

（単位／千円）

（単位／千円）

（単位／千円）

スポーツ少年団活動風景

（仮）くすり学習館完成予想図
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◎村山　庄衛 ○松本　昌市 　山川　宏治
　今村　和夫 　葛原　章年 　岩田　孝之
　友廣　　勇 　辻　　重治 　伴　　資男
　福西　義幸 　酒巻　昌市 　木村　泰男
　土山　定信 　鵜飼　　勲 　山岡　光広

入
い

るを量
は か

りて  出
い ず

るを制
せ い

す
中嶋市政のキーワード

◎委員長 ○副委員長

老人介護　介護激励金	 21,300

後期高齢者医療事業〈繰出金〉	 892,605

介護保険事業〈繰出金〉	 645,408

障害福祉サービス利用者負担助成（新）	 3,956

障害者（児）自立支援給付事業	 747,282

発達支援事業（新）	 2,092

社会的事業所運営助成事業（新）	 6,932

生活扶助支給事業	 453,240

児童手当支給事業	 800,772

妊婦検診委託　８回→14回	 26,250

福祉医療給付事業	 511,973

放課後児童クラブ支援事業	 44,028

柏木児童クラブ建築事業（新）	 21,623

私立保育園運営委託・補助（民営化３園）	 498,246

児童扶養手当支給事業	 218,312

予防接種事業	 100,940

生活の安心感を、
みんなで育てる目標１

（単位／千円）

主
な
事
業
　
主
な
施
策

●予算特別委員会委員（議席番号順）

公共水域水質等調査業務委託	 16,000

河川愛護事業補助	 7,217

水口城趾周遊道路整備事業	 3,200

甲賀広域行政組合負担金〔清掃・清掃建設〕	 744,774

リサイクルセンター運営業務委託	 106,470

資源ゴミ収集運搬業務委託	 328,133

廃プラスチック類リサイクル事業（新）	 105,946

自然を大切にし、
暮らしの豊かさにつなぐ目標 2

市道新設改良事業	 248,634

橋りょう点検業務委託（新）	 4,000

国道１号平面交差点整備事業	 227,640

コミュニティバス運行事業補助	 229,900

草津線複線化促進期成同盟観光誘発事業（新）	 3,210

地域公共交通活性化協議会負担金（新）	 8,500

まちづくり交付金事業（寺庄駅周辺地区）	 619,987

土地区画整理事業助成（寺庄駅周辺）	 23,093

土地区画整理事業助成（新城地区）（新）	 6,750

スポーツの森公園（陸上競技場）整備事業	 91,771

上下水道事業〈拠出金〉	 214,053

公共下水道整備事業〈拠出金〉	 1,060,102

農業集落排水事業〈拠出金〉	 559,199

甲賀広域行政組合負担金〔消防・消防建設〕	 988,646

自主防災総合補助	 7,450

地上デジタル放送受信環境整備事業補助	 10,000

安全で快適な生活の基盤を整え、
まちの活力を高める目標 3

（単位／千円）

（単位／千円）

改築せまる寺庄駅

ざ
し
て
予
算
の
審
査
を
し
ま
し
た
。
前
年
度

対
比
4.2
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
３
０
６
億
円
の

緊
縮
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
特
別
委

員
会
で
は
、
多
く
の
質
疑
が
集
中
し
議
論
し

ま
し
た
。

　
反
対
討
論
で
は
、
緊
迫
し
た
財
政
の
原
因

究
明
、
確
保
の
工
夫
な
ど
講
じ
る
必
要
が
あ

り
、
高
齢
者
に
し
わ
寄
せ
さ
れ
て
い
る
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
賛
成
討
論
で
は
、

硬
直
化
し
た
現
状
で
は
自
助
努
力
だ
け
で
は

補
え
な
い
中
で
、
努
力
さ
れ
た
の
は
評
価
で

き
る
。
市
民
に
理
解
を
得
ら
れ
る
と
考
え
、

賛
成
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

審査する予算特別委員会
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人事・条例・予算・意見書・請願　ほか人事・条例・予算・意見書・請願　ほか人事・条例・予算・意見書・請願　ほか人事・条例・予算・意見書・請願　ほか
議案で審議したもの

１
７
５
議
案
慎
重
に
審
議 

採
決

　
新
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
３
月
定
例
市
議
会
は
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
甲

賀
市
の
新
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
は
じ
め
、
15
の
予
算
案
、
ま
た
20
年
度
の
補
正
予
算
案
16
件
、
条
例
の
制
定

や
一
部
改
正
、
人
事
案
件
、
さ
ら
に
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
改
正
や
意
見
書
、
市
民
か
ら
の
請
願
な
ど
、
１
７
５

の
議
案
に
対
し
て
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
す
。

人
事

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

・�

森
村
シ
ズ
子
（
水
口
町
）

・�

中
島
清
美
（
信
楽
町
）

・�

池
田
仁
美
（
水
口
町
）

・�

田
中
美
代
子
（
水
口
町
）

・�

中
本
た
み
子
（
甲
賀
町
）

（
以
上
5
件
、全
員
賛
成
に
て
同
意
）

条
例
の
制
定

◆�

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例

◆
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例

◆�

保
育
園
設
置
等
に
関
す
る

条
例

◆�

障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

条
例

◆
市
民
文
化
ホ
ー
ル
条
例

（
以
上
5
件
、全
員
賛
成
に
て
可
決
）

議
員
提
案

◆�

議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正
（
費
用

弁
償
額
を
現
行
の
一
日

２
６
０
０
円
か
ら
、
自
宅

か
ら
市
役
所
ま
で
の
交
通

費
実
費
支
給
に
変
更
）

◆�

議
会
委
員
会
条
例
の
改
正

（
議
運
の
定
数
を
現
行
８

か
ら
10
人
以
内
に
変
更
）

（
以
上
２
件
、全
員
賛
成
に
て
可
決
）

条
例
の
一
部
改
正

◆
行
政
組
織
条
例

　
反
対
討
論
＝
安
井
直
明

　
賛
成
討
論
＝
福
西
義
幸

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
職
員
定
数
条
例

　
反
対
討
論
＝
安
井
直
明

　
賛
成
討
論
＝
辻
金
雄

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆�

職
員
の
給
与
の
特
倒
に
関

す
る
条
例

　
反
対
討
論
＝
安
井
直
明

　
賛
成
討
論
＝
岩
田
孝
之

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
手
数
料
条
例

　
反
対
討
論
＝
安
井
直
明

　
賛
成
討
論
＝
加
藤
和
孝

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
老
人
福
祉
医
療
費
助
成
条
例

　
反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

　
賛
成
討
論
＝
鵜
飼
勲

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
健
康
診
査
受
診
料
徴
収
条
例

　
反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

　
賛
成
討
論
＝
土
山
定
信

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
介
護
保
険
条
例

　
反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

　
賛
成
討
論
＝
土
山
定
信

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
児
童
ク
ラ
ブ
条
例

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
お
茶
の
み
ホ
ー
ル
条
例

　
反
対
討
論
＝
安
井
直
明

　
賛
成
討
論
＝
辻
金
雄

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
消
防
団
条
例

　
反
対
討
論
＝
安
井
直
明

　
賛
成
討
論
＝
河
合
定
郎

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆�

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
審
議

会
条
例

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例

◆
個
人
情
報
保
護
条
例

◆�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例

◆�

職
員
の
修
学
部
分
休
業
に

関
す
る
条
例

◆�

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例

◆�

特
別
職
の
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
及
び
教
育

委
員
会
教
育
長
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例

◆�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
◆�

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例

◆
自
転
車
駐
車
場
条
例

◆
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例

◆
児
童
館
条
例

◆
児
童
遊
園
条
例

◆
下
水
道
条
例

◆
市
立
幼
稚
園
条
例

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例

◆
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
条
例

◆
公
民
館
条
例

◆
鈴
鹿
ホ
ー
ル
条
例

◆
歴
史
民
俗
資
料
館
条
例

◆�

和
太
鼓
音
楽
活
動
交
流
館

条
例

◆
水
道
事
業
給
水
条
例

（
以
上
22
件
、全
員
賛
成
に
て
可
決
）

条
例
の
廃
止

◆�

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

条
例
の
廃
止

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

平
成
21
年
度
予
算

◆
一
般
会
計

　
反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

　
賛
成
討
論
＝
福
西
義
幸

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

　
賛
成
討
論
＝
白
坂
萬
里
子

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

　
賛
成
討
論
＝
鵜
飼
勲

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　
反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

　
賛
成
討
論
＝
土
山
定
信

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

◆�

野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
特
別
会
計

◆�

鉄
道
経
営
安
定
対
策
基
金

特
別
会
計

◆�

鉄
道
施
設
整
備
基
金
特
別

会
計

◆�

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特

別
会
計

◆
浄
化
槽
管
理
事
業
特
別
会
計

◆
病
院
事
業
会
計

◆
水
道
事
業
会
計

（
以
上
11
件
、全
員
賛
成
に
て
可
決
）

平
成
20
年
度
補
正
予
算

◆��

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号
〜
6
号
）

◆�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）

◆�

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

◆�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

◆�

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）

◆�

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

◆�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

◆�

土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

◆�

鉄
道
経
営
安
定
対
策
基
金

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

◆�

鉄
道
施
設
整
備
基
金
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

◆�

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

◆�

浄
化
槽
管
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

◆�

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

◆�

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

（
以
上
16
件
、全
員
賛
成
に
て
可
決
）
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議
決

◆
財
産
の
処
分

・�

柏
木
保
育
園
の
建
物
（
社

会
福
祉
法
人
ひ
ま
わ
り
会

に
無
償
譲
渡
）

・
水
口
北
保
育
園
の
建
物（
同
）

・�

甲
南
の
ぞ
み
保
育
園
の
建

物
（
社
会
福
祉
法
人
甲
南

会
に
無
償
譲
渡
）

（
以
上
3
件
、全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
事
業
費
の
変
更

・�

元
気
な
地
域
づ
く
り
交
付

金
事
業
（
杣
中
地
区
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
定
款
の
変
更

・�

市
町
土
地
開
発
公
社
定
款

の
変
更

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
指
定
管
理
の
指
定

・ 

更
新
77
施
設
、
新
規
4

施
設
、
合
計
81
施
設
（
左

に
一
覧
）
の
指
定
管
理
は
、

す
べ
て
全
員
賛
成
に
て
可

決
◆�

四
万
十
川
水
難
事
故
に
関

す
る
和
解
及
び
損
害
賠
償

額
を
定
め
る
議
決

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

請
願
書

◆�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関

す
る
請
願
書

（
議
決
不
要
・
み
な
し
採
択
）

◆�

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米

の
輸
入
中
止
を
求
め
る
請

願
　
反
対
討
論
＝
酒
巻
昌
市

　
賛
成
討
論
＝
小
松
正
人

（
賛
成
少
数
に
て
不
採
択
）

意
見
書

◆�

保
育
制
度
の
改
革
に
関
す
る

意
見
書（
提
案
＝
山
岡
光
広
）

　
反
対
討
論
＝
橋
本
律
子

　
賛
成
討
論
＝
安
井
直
明

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆�

障
害
者
自
立
支
援
法
の
原

則
一
割
負
担
廃
止
を
求
め

る
意
見
書
（
提
案
＝
山
岡

光
広
）

　
反
対
討
論
＝
白
坂
萬
里
子

　
賛
成
討
論
＝
小
松
正
人

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆�

ア
ナ
ロ
グ
全
面
停
止
・
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行

時
期
の
延
期
を
求
め
る
意

見
書
（
提
案
＝
山
岡
光
広
）

　
反
対
討
論
＝
朏
藤
男

　
賛
成
討
論
＝
安
井
直
明

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆�

政
党
助
成
金
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
（
提
案
＝
安

井
直
明
）

　
反
対
討
論
＝
石
川
善
太
郎

地域 公の施設の名称 指定管理者の名称

水
口

水口東部コミュニティセンター 社団法人甲賀市シルバー人材センター
水口北部コミュニティセンター 社団法人甲賀市シルバー人材センター
水口中部コミュニティセンター 社団法人甲賀市シルバー人材センター
福祉ホール 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会
貴生川第２児童クラブ（※） 特定非営利活動法人わくわくキッズ
デイサービスセンター 社会福祉法人湖東会
碧水荘デイサービスセンター 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会
老人福祉センター碧水荘 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会
身体障害者生活支援センター 甲賀地域生活支援センター運営協議会
休養センターやまびこ館 山上区
休養センターいいみち館 三大寺区
共同福祉施設 甲賀広域勤労者互助会
ワークプラザ水口 社団法人甲賀市シルバー人材センター
勤労福祉会館 碧水観光株式会社
水口城資料館 社団法人甲賀市シルバー人材センター
旧水口図書館 稚木の会

土
山

老人福祉センターフィランソ土山 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会
青土農村広場 青土区
大野農村広場 大野学区
山中農山村広場 山中区自治会
青土集落センター 青土区
上の平農作業休養センター 上の平区
黒滝農作業休養センター 黒滝区自治会
リップル“Cha－Cha” 財団法人土山町緑のふるさと振興会
あけびはら山の子はうす 鈴鹿山麓山内南ふれあいの里
森林文化ホール（※） 財団法人あいの土山文化体育振興会
土山自然休養村管理センター 株式会社道の駅あいの土山
国民宿舎かもしか荘 近江鉄道株式会社
あいの土山都市との交流センター 近江鉄道株式会社
あいの丘文化公園 財団法人土山町緑のふるさと振興会
あいの森ふれあい公園・青土ダムエコーバレイ 財団法人土山町緑のふるさと振興会
ブルーリバーパーク 財団法人土山町緑のふるさと振興会
やまびこ公園 財団法人土山町緑のふるさと振興会
あいの土山文化ホール 財団法人あいの土山文化体育振興会
鈴鹿ホール 財団法人あいの土山文化体育振興会
土山体育館 財団法人あいの土山文化体育振興会
土山室内運動場 財団法人あいの土山文化体育振興会
土山運動場 財団法人あいの土山文化体育振興会
土山テニスコート 財団法人あいの土山文化体育振興会
青瀬プール 青瀬プール管理組合
土山末田小運動場 末田区

信
楽

信楽農事集会所小川会館 小川区
勅旨高齢者活動・生活支援促進施設　勅旨会館 勅旨区
雲井地区農村活性化センター 牧区
農林漁家婦人活動促進施設　柞原会館 柞原区
交流促進センター　谷川会館 長野区自治会
緑地等管理中央センター 上朝宮区
多目的集会施設　宮町会館 宮町区
信楽生活改善センター 宮尻区
生産物直売・食材供給施設　田代高原の郷 田代高原の郷管理組合
神山高齢者生きがい発揮促進施設　神山ふれあい会館 神山区
信楽産業展示館 財団法人滋賀県陶芸の森

甲
南

ワークプラザ甲南 社団法人甲賀市シルバー人材センター
甲南青少年研修センター 社団法人甲賀市シルバー人材センター
中部なかよし児童クラブ（※） 甲南なかよし児童クラブ保護者会

甲
賀

甲賀コミュニティセンター 鳥居野区
デイサービスセンターすこやか荘 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会
老人福祉センター佐山荘 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会
甲賀農村環境改善センター 財団法人甲賀創健文化振興事業団
隠岐農村公園 隠岐区自治会
油日農村公園 油日区自治会
神農村公園 神区
岩室農村公園 岩室区
高野農村公園 高野区自治会
大久保農村公園 大久保区
大原中農村公園 大原中区自治会
大久保営農センター 大久保区
甲賀農村婦人の家 神区
里山かむら交流館 神区
甲賀もちふる里館 小佐治区自治会
鹿深ふれあい市　四季菜館 鹿深ふれあい市運営組合
特用林産物展示実習施設 神区
甲賀木彩館 岩室区
櫟野簡易休憩所 櫟野区自治会
油日総合文化センター 上野区自治会
グリーンドーム（※） 自治会大原中区
甲賀中央公園 財団法人甲賀創健文化振興事業団
鹿深夢の森 財団法人甲賀創健文化振興事業団
甲賀歴史民俗資料館 甲賀地域歴史資料保存会
甲賀体育館 財団法人甲賀創健文化振興事業団
甲賀B＆G海洋センター 財団法人甲賀創健文化振興事業団

　
賛
成
討
論
＝
山
岡
光
広

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆�

消
費
税
の
増
税
を
行
わ
な

い
こ
と
と
、
当
面
食
料
品

の
非
課
税
を
求
め
る
意
見

書
（
提
案
＝
安
井
直
明
）

　
反
対
討
論
＝
村
山
庄
衛

　
賛
成
討
論
＝
小
松
正
人

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆�

雇
用
危
機
を
解
決
す
る
抜

本
的
対
策
を
求
め
る
意
見

書
（
提
案
＝
小
松
正
人
）

　
反
対
討
論
＝
土
山
定
信

　
賛
成
討
論
＝
安
井
直
明

（
賛
成
少
数
に
て
不
採
択
）

◆�

地
デ
ジ
放
送
の
受
信
対
策

の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

（
提
案
＝
朏
藤
男
）

◆�

安
心
し
た
介
護
を
目
指
す

た
め
の
介
護
報
酬
改
定
等

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

（
提
案
＝
中
西
弥
兵
衛
）

◆�

森
林
・
林
業
・
木
材
関
連

産
業
政
策
と
国
有
林
野
事

業
の
健
全
化
を
求
め
る
意

見
書（
提
案
＝
河
合
定
郎
）

◆�

雇
用
促
進
住
宅
廃
止
決
定

を
白
紙
に
戻
し
見
直
す
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
（
提

案
＝
安
井
直
明
）

（
以
上
4
件
、全
員
賛
成
に
て
可
決
）

公の施設の指定管理に係る指定管理者一覧

（※）は新規
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委�員�会�報�告

市行政推進の中枢を担っている委員会です　　　　　総務常任委員会

特
別
会
計
予
算
と
請
願
を
審
査

土
地
取
得
事
業
、
信
楽
高
原
鐵
道
助
成
に
関
す
る
特
別
会
計
な
ど

　
３
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
執
行
部
に
資
料
の
提
出
と
説
明
を
求
め
、
３
件
の
特
別
会
計
予
算
案
に
つ
い
て

慎
重
審
査
を
行
な
い
、
併
せ
て
請
願
に
つ
い
て
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

付託議案甲
賀
市
土
地
取
得
事
業
特

別
会
計

　
こ
の
会
計
は
、
土
地
の
先

行
取
得
等
に
よ
り
、
事
業
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る

土
地
は
一
般
会
計
で
買
い
戻

す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
に

対
し
、
本
来
買
い
戻
す
べ
き

で
あ
る
が
、
旧
町
か
ら
引
き

継
い
だ
段
階
で
、
既
に
多
く

の
事
業
に
供
さ
れ
て
い
る
土

地
が
あ
る
こ
と
と
、
市
の
財

政
事
情
が
非
常
に
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
買
い
戻
し
が
進
ん

で
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
財
政
状
況
が
厳

し
い
の
な
ら
、
遊
休
地
等
を

積
極
的
に
処
分
し
て
現
金
化

す
べ
き
で
は
と
の
質
疑
に
対

し
、「
現
在
、
処
分
可
能
な

土
地
に
つ
い
て
、
各
課
へ
の

照
会
が
完
了
し
た
段
階
で
、

面
積
は
約
５
万
㎡
あ
る
。
年

次
計
画
を
立
て
て
公
募
に
よ

り
処
分
を
し
て
い
く
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

甲
賀
市
鉄
道
経
営
安
定
対

策
基
金
特
別
会
計

　
こ
の
会
計
は
、
甲
賀
市
鉄

道
経
営
安
定
対
策
基
金
条
例

に
基
づ
き
、
信
楽
高
原
鐵
道

経
営
の
助
成
を
行
う
た
め
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
経
営
状
況
に
関
す
る
質
疑

に
対
し
、　「
課
題
は
、
少
子

化
等
で
定
期
券
の
利
用
客
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
公
共
交
通
等
と
の
連
携

計
画
の
中
で
鉄
道
と
コ
ミ
バ

ス
の
乗
り
継
ぎ
を
含
め
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
な

が
ら
検
討
す
る
、
ま
た
、
遊

ラ
ン
ド
信
楽
や
イ
ベ
ン
ト
列

車
、
窯
元
散
策
や
プ
レ
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
な
ど
観
光
面
で

の
連
携
も
考
え
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

甲
賀
市
鉄
道
施
設
整
備
基

金
特
別
会
計

　
こ
の
会
計
は
、
甲
賀
市
鉄

道
施
設
整
備
基
金
条
例
に
基

づ
き
、
運
用
益
金
の
積
み
立

て
と
鉄
道
の
施
設
整
備
に
充

当
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
21
年
度
予
算
が
半
減
さ
れ

て
い
る
が
そ
の
理
由
は
、
と

の
質
疑
に
対
し
、
21
年
度
の

事
業
内
容
は
枕
木
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
化
や
レ
ー
ル
交
換
、

行
き
違
い
施
設
整
備
調
査
に

伴
う
電
気
関
係
の
集
中
連
動

間
設
計
で
あ
る
が
、
減
少
の

主
な
理
由
は
、
整
備
状
況
に

対
す
る
国
の
進
捗
判
断
が
、

他
の
線
区
よ
り
一
定
進
ん
だ

も
の
と
さ
れ
補
助
枠
が
減
っ

た
こ
と
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
５
ヶ
年
計
画
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
と
の
質
疑
に
対

し
、
安
全
設
備
に
つ
い
て
は

必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
、
全
て

の
整
備
に
は
多
額
の
経
費
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
効
果
を
見
な
が
ら
順
次

進
め
て
い
く
と
の
答
弁
で
し

た
。

　
以
上
３
つ
の
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
各
議
案
と
も
全
員

賛
成
に
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関

す
る
請
願

　
本
請
願
に
つ
い
て
は
、
３

月
４
日
の
本
会
議
で
可
決
さ

れ
た
意
見
書
案
と
願
意
（
①

環
境
整
備
・
調
査
②
負
担
軽

減
・
弱
者
支
援
③
相
談
窓
口

の
設
置
・
広
報
啓
発
）
が
重

な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
共

通
点
」・「
一
事
不
再
議
」・

「
議
決
不
要
」・「
み
な
し
採

択
」
な
ど
の
議
会
ル
ー
ル
の

検
証
を
含
め
審
査
い
た
し
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
本
請
願
に
つ

い
て
は
２
０
５
名
の
請
願
署

遊休地調査

名
の
願
意
を
受
け
と
め
、
趣

旨
同
一
と
し
て
、「
議
決
不

要
」、「
み
な
し
採
択
」
と
す

べ
き
こ

と
に
決

定
し
ま

し
た
。

審
議
す
る
総
務
常
任
委
員
会
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委�員�会�報�告

民生常任委員会　　　　市民の生活と環境・福祉に関わる委員会です

　
民
生
常
任
委
員
会
は
、
18
日
・
19
日
の
両
日
、
付
託
さ
れ
た
、
国
保
・
介
護
・
国
保
診
療
所
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
老
人
保
健
の
各
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
の
予
算
案
、
さ
ら
に
保
育
園
設
置
に
関
す
る
条
例
制
定
な

ど
、
11
議
案
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
の
説
明
を
求
め
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
の
対
象

者
は
１
２
、
１
０
０
世
帯

２
２
、１
６
０
人
。
特
別
徴

収
か
ら
普
通
に
移
行
し
た
の

は
約
５
０
０
件
。
特
定
検
診

率
は
約
35
％
。
平
成
24
年
度

に
は
65
％
を
め
ざ
し
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
法
定
ル
ー
ル

分
以
外
に
も
繰
り
入
れ
す
る

も
の
の
、
国
の
財
政
支
援
が

な
い
と
一
自
治
体
で
は
、
制

度
の
維
持
が
非
常
に
困
難
で

あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
制

度
発
足
二
年
め
。
約
６
割
が

軽
減
対
象
で
あ
る
こ
と
、
保

険
証
が
二
枚
折
に
変
更
さ
れ

る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
介
護
保
険
は
、
第
四
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
説
明
を

受
け
、
介
護
保
険
料
見
直
し

に
あ
た
っ
て
は
、
所
得
区
分

を
現
行
の
７
段
階
か
ら
９
段

階
に
、
よ
り
細
分
化
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
施
設
・
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
介
護
認

定
の
変
更
に
伴
う
問
題
点
も

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
以
上
３

件
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数

に
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
介
護
報
酬
３
％
引
き
上
げ

に
伴
う
保
険
料
値
上
げ
を
抑

え
る
た
め
の
「
介
護
従
事
者

処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
」

条
例
と
、「
障
害
者
施
策
推

進
協
議
会
」
条
例
は
、
全
員

賛
成
。
ま
た
、
公
設
保
育
園

の
民
営
化
に
伴
い
、
保
育
園

に
関
す
る
２
つ
の
新
た
な
条

例
制
定
に
つ
い
て
も
、
保
育

料
や
保
育
内
容
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
っ
た
も
の
の
全
員

賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

医
療
機
関
併
設
型
老
人
保
健

施
設
（
24
床
）
を
併
設
し
た

診
療
所
を
、
平
成
24
年
度
に

開
設
す
る
た
め
の
建
築
設
計

業
務
委
託
費
を
４
２
０
０
万

円
計
上
。
２
名
の
常
勤
医
師

を
引
き
続
き
堅
持
し
、
１
日

75
人
の
外
来
、
１
日
16
．
５

人
の
入
院
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
甲
南
野
川
診
療
所

は
、
引
き
続
き
週
２
回
診
療

を
甲
南
病
院
に
委
託
す
る
形

で
継
続
す
る
も
の
の
、
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
検
討

を
要
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

医
療
機
関
併
設
型��

老
人
保
健
施
設
建
設
へ

信
楽
中
央
病
院
が
導
入

　
病
院
事
業
会
計
は
、
信
楽

中
央
病
院
で
は
新
年
度
で
、

オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
た
め
の
予
算

８
８
０
０
万
円
（
う
ち
国
庫

か
ら
５
０
０
０
万
円
）。
入

院
１
日
38
人
、
外
来
１
日

１
２
７
人
を
予
測
。
常
勤
医

師
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
４
月
１
日
か

ら
医
師
の
都
合
に
よ
り
、土
・

日
は
休
診
と
な
り
ま
す
（
急

患
は
除
く
）。

付託議案

国
保
・
介
護
な
ど
特
別
会
計
、病
院
事
業
会
計

保
育
園
設
置
に
関
す
る
条
例
な
ど
審
査

医療機関併設型老人保健施設の計画図

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
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委�員�会�報�告

文化やスポーツ、教育に関わる委員会です　　　　　文教常任委員会

　
こ
の
条
例
は
、
甲
賀
市
あ

い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
、
甲

賀
市
碧
水
ホ
ー
ル
、
甲
賀
市

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
及

び
甲
賀
市
甲
南
情
報
交
流
セ

ン
タ
ー
の
４
つ
の
文
化
ホ
ー

ル
が
、
県
立
施
設
か
ら
の
移

管
や
旧
町
か
ら
の
施
設
運
営

の
方
法
を
踏
襲
し
て
き
た
た

め
、
休
館
日
や
利
用
時
間
に

差
異
が
あ
り
、
ま
た
旧
町
か

ら
の
３
館
の
使
用
料
に
も
大

き
な
格
差
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
利
用
時
間
、
休
館
日
を

始
め
と
す
る
利
用
に
関
す
る

諸
規
定
の
統
一
、
お
よ
び
使

用
料
に
つ
い
て
は
施
設
の
特

性
に
応
じ
た
均
衡
化
を
図
る

た
め
、
現
行
の
そ
れ
ぞ
れ
の

館
ご
と
に
あ
っ
た
条
例
を
廃

止
し
て
、
新
た
に
「
甲
賀
市

民
文
化
ホ
ー
ル
条
例
」
を
制

定
し
て
４
つ
の
文
化
ホ
ー
ル

を
統
括
的
に
良
好
な
管
理
と

効
率
的
な
運
営
を
行
い
、
文

化
芸
術
振
興
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
に
つ
い
て

　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、「
甲
賀
市
の

文
化
の
窓
口
で
あ
り
別
格
で

あ
る
。
座
席
数
も
多
く
全
て

の
面
で
横
並
び
は
無
理
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
指

摘
に
対
し
、
あ
い
こ
う
か
市

民
ホ
ー
ル
、
碧
水
ホ
ー
ル
、

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
、

甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
を

ホ
ー
ル
と
し
て
一
体
化
し
た

事
業
を
組
ん
で
運
営
し
た
い

と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

　「
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー

ル
と
碧
水
ホ
ー
ル
は
同
じ
場

所
に
あ
る
。
今
後
両
施
設
の

統
合
を
含
む
効
率
的
運
営
に

関
す
る
議
論
も
出
て
来
る
の

で
は
な
い
か
」に
つ
い
て
は
、

現
況
で
は
キ
ャ
パ
の
大
き
い

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
と

座
席
数
が
少
な
い
碧
水
ホ
ー

ル
で
は
、
利
用
し
や
す
い
面

の
あ
る
碧
水
ホ
ー
ル
の
利
用

回
数
が
多
い
。
双
方
補
完
し

な
が
ら
運
営
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
だ
け
で
な
く
市
長
部
局

と
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し

た
い
と
の
こ
と
。

　「
条
例
制
定
に
よ
り
市
民

に
と
っ
て
の
負
担
は
増
え
た

の
か
」
に
つ
い
て
は
、
あ
い

こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
は
、
短

時
間
の
利
用
な
ら
下
が
る

し
、
他
ホ
ー
ル
と
比
較
し
、

高
額
な
部
分
で
下
げ
た
の
で

利
用
時
間
、
方
法
等
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、市
民
負
担
は
、

そ
ん
な
に
増
え
る
と
は
思
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
。

　「
甲
賀
市
の
文
化
振
興
計

画
に
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
が

甲
賀
市
民
文
化
ホ
ー
ル
条
例
の
制
定

文
化
芸
術
の
普
及
　
振
興
の
拠
点

　
文
教
常
任
委
員
会
は
３
月
18
日
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
新
規
条
例
「
甲
賀
市
民
文
化
ホ
ー
ル
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

め
ざ
す
と
こ
ろ
、
果
た
す
役

割
を
明
確
に
し
て
い
る
か
」

に
つ
い
て
は
、
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
審
議
会
の
答
申
に
基

づ
い
て
現
在
ま
と
め
て
い
る

所
で
あ
り
、
そ
の
中
で
市
民

文
化
ホ
ー
ル
の
め
ざ
す
方
向

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
。

　
こ
の
条
例
は
、
市
民
へ
の

周
知
を
図
る
意
味
か
ら
も
施

行
は
平
成
21
年
10
月
１
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

　
討
論
は
な
く
、
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

付託議案

甲賀市あいこうか市民ホール

甲賀市碧水ホール

甲賀市あいの土山文化ホール

甲賀市甲南情報交流センター
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委�員�会�報�告

産業建設常任委員会　　産業・観光振興・上下水道の整備に関わる委員会です

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
４
特
別
会

計
予
算
と
、
水
道
事
業
会
計

予
算
、
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ

ス
米
の
輸
入
中
止
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
市
民
が
安
全
で
快
適
な

定
住
環
境
が
整
っ
た
街
づ

く
り
に
向
け
て
、
下
水
道

事
業
を
推
進
す
る
た
め
の

予
算
で
、
予
算
総
額
は

34
億
７
千
２
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計　
市
内
に
は
24
の
処
理
施
設

が
、
地
域
や
集
落
に
あ
り
ま

す
。
施
設
の
老
朽
化
も
進
ん

で
お
り
、
機
能
強
化
の
た
め

の
費
用
も
今
後
か
さ
ん
で
き

ま
す
。

野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管
理

事
業
特
別
会
計

　
野
洲
川
ダ
ム
と
水
口
頭
首

工
に
係
る
、
施
設
管
理
の
た

め
の
予
算
で
す
。
水
口
頭
首

工
の
事
業
も
21
年
度
で
終
了

で
す
。

浄
化
槽
管
理
事
業
特
別
会
計

　
希
望
ヶ
丘
地
域
の
下
水
道

施
設
が
、
本
年
１
月
よ
り
甲

賀
市
に
移
管
さ
れ
た
た
め
の

特
別
会
計
で
、
本
年
度
予
算

は
１
億
１
０
０
万
円
で
す
。

水
道
事
業
会
計

　
市
内
約
３
万
戸
に
給
水
し

て
い
る
水
道
事
業
。
20
年
４

月
か
ら
の
料
金
改
定
で
、
収

益
的
収
入
は
増
加
し
た
も
の

の
、
昨
今
の
経
済
状
況
か
ら

企
業
の
落
ち
込
み
は
著
し

く
、
工
場
ラ
イ
ン
の
停
止
な

ど
に
よ
り
そ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
以
上
4
件
の
特
別
会
計
と

1
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
全
会
一
致
に
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

付託議案

希
望
ヶ
丘
浄
化
槽
施
設

企
業
の
水
道
使
用
量
が
心
配

特
別
会
計
、
事
業
会
計
、
請
願
審
査

　
請
願
審
査

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の

輸
入
中
止
を
求
め
る
請
願

　
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米

導
入
以
来
、
米
価
の
値
下
が

り
と
減
反
政
策
に
重
点
が
お

か
れ
、
農
業
に
明
る
い
希
望

が
持
て
な
い
の
で
中
止
す
べ

き
で
あ
る
と
の
趣
旨
請
願
で

す
。

　
審
議
で
は
、
一
定
の
理
解

は
す
る
も
の
の
、
減
反
と
の

根
拠
も
な
く
、
国
際
社
会
の

約
束
ご
と
を
日
本
だ
け
が
守

ら
な
く
て
も
許
さ
れ
る
の

か
、
な
ど
の
意
見
も
多
く
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

※
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米

と
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン

ド
農
業
合
意
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
輸
入
が
な

か
っ
た
品
目
は
、
最
低
限
の

輸
入
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
、
日
本
で

は
米
が
該
当
す
る
も
の
で

す
。

100 年に一度の経済不況
〜今、甲賀市では〜

　世界同時不況は、甲賀市にも暗い影を落としています。
　雇用情勢は内閣府の月例経済報告でも、急速に悪化し
ているとのことが言われていますが、甲賀市の企業にお
いても、非正規社員の解雇や工場の生産縮小の傾向が見
られます。
　３月 26 日現在、
把握している甲賀
市内の企業 317 社
（従業員10人以上、
水口のみ 20 人以
上）で、昨年の 10
月以降、※派遣労働者を解雇した人数は約 620 人で、正
規社員が２社で 70 人となっています。市内企業の正規
社員は 11,312 人で、嘱託・臨時・パート・派遣社員・構
内請負で 7,203 人となっています。
※派遣労働者

　労働者派遣は、臨時的・一時的な労働力受給調整の仕

組みです。基本的に、指揮命令が必要な場合は直接雇用

に、そうでない場合は請負となっています。派遣先が３

年を超えて派遣労働者を使い続けたい時は、派遣先の社

員として就業させねばなりません。

　今後も厳しい雇用情勢が予測されますので、議会とし
ましてもその状況の把握をしてまいります。

工場の生産ライン
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昨
年
３
月
議
会
で
発
足
し
た
議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
、
12
回
の

会
議
を
開
き
、
よ
り
開
か
れ
た
甲
賀
市
議
会
に
む
け
て
、
先
進
地
の
事
例
な
ど
に
も
学
び
な
が

ら
、
テ
ー
マ
ご
と
に
検
討
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
３
月
議
会
か
ら
は
、
そ
の
具
体
化
が

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

議
員
定
数
見
直
し
は
６
月
議
会
に

　
委
員
会
で
は
、
各
会
派

か
ら
意
見
を
出
し
合
い

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
改
革
・
改

善
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

き
ま
し
た
。
３
月
議
会
か

ら
改
革
さ
れ
た
の
は
、
代

表
質
問
に
お
け
る
同
会
派

議
員
の
関
連
質
問
を
認
め

る
。
ま
た
一
般
質
問
に
「
一

問
一
答
方
式
」
を
導
入
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
検
討
課

題
で
あ
っ
た
議
員
の
費
用

弁
償
に
つ
い
て
は
、
一
日

２
６
０
０
円
を
、「
自
宅
か

ら
市
役
所
ま
で
の
実
費
交

通
費
」
に
あ
ら
た
め
る
こ

と
を
全
会
一
致
で
確
認
。

ま
た
委
員
会
傍
聴
に
つ
い

て
も
原
則
公
開
が
保
障
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
秋
の
市
議
選
に
む
け
て
、

議
員
定
数
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
検
討

中
で
、
６
月
議
会
に
は
見

直
し
を
す
る
予
定
で
す
。

議会改革 より開かれた議会へ
議会改革特別委員会の報告

改 革「一問一答方式」導入

　一般質問で、これまでの一括方式と「一
問一答」方式の選択制に。議員の持ち時間
は 30分。質問と答弁のやり取りが、わか
りやすくなりました。

費用弁償は
実費交通費に
　議員が本会議や委員会など
に出席した場合は、これまで
一日2600円の費用弁償が支払われていま
したが、自宅から市役所までの実費交通費
に改めました。

そ
の１

改 革
そ
の２

委員会傍聴も
改善
　議会は公開が原則です。し
かし委員会室が狭いことから
実際は、委員会での傍聴には制限がありま
した。３月議会からこの点を改善。委員会
傍聴ができるように工夫されました。

改 革
そ
の３ 議員定数削減についての説明会

日時：５月 15（金）　午後７時 30 分から

場所：サントピア水口（教養文化室）

参加は自由。お問い合わせは議会事務局（65-0654）まで。
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平成 21 年 第 1 回甲賀市議会定例会代表質問
平 成21 年 3 月 6 日

順番 議席番号 氏　名 会　派　名 質　問　事　項

1 17 番 福西　義幸 清風クラブ

１　平成 21 年度予算編成について
２　支所機能について
３　行政と住民のパイプ役「集落支援員」の設置について
４　水口医療センター整備計画の進歩状況は
５　テロ集団 オウム真理教（アーレフ）対策について
６　大戸川ダム計画中止が及ぼす甲賀市への影響は
７　「農業基本条例」や「食育条例」の制定で農業振興と食育の推進を
８　新たな「食料・農業・農村基本計画」見直し議論への市の対応は
９　小中学校の適正化について
10　基本法改正による市の役割は
11　行政の仕組み「現場」で学ぶ子ども議会の開催について

2 13 番 加藤　和孝
公明党

甲賀市議団

１　平成 21 年度予算案に関連して
２　市長の施政方針に関連して
３　教育課題について

３ 22 番 友廣　　勇 正政会
１　施政方針及び 21 年度予算について
２　学校再編について

４ 24 番 今村　和夫 甲政クラブ
１　平成 21 年度一般会計予算について
２　職員適正化計画について
３　人材育成について

５ 11 番 小松　正人
日本共産党

甲賀市議団

１　雇用と営業・暮らしを守る緊急対策について問う
２　新年度予算は、生活密着型のマンパワー事業で活路を
３　農地の荒廃と野生獣害対策について

各会派による代表質問 目次
  

清
風
ク
ラ
ブ

福
　
西
　
義
　
幸

夢
を
え
が
き  

い
ま
が
挑
戦
の
と
き

問
　
21
年
度
予
算
編
成
の
ア

ピ
ー
ル
点
、
代
表
施
策
及
び

今
後
視
野
に
入
れ
る
べ
き
事

業
併
せ
て
財
政
健
全
化
へ
向

け
た
視
点
は
。

市
長
　
市
民
ニ
ー
ズ
に
よ
る

施
策
実
現
の
た
め
に
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
促
進
を

図
り「
稼
ぐ
・
削
る
・
守
る
」

の
推
進
に
よ
る
「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
の
実
践
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。

　
市
民
生
活
に
直
結
し
た
窓

口
、
支
所
の
必
要
性
を
質
し

た
の
に
対
し
、
土
山
、
甲
賀
、

甲
南
、
信
楽
の
支
所
長
各
位

が
熱
き
答
弁
を
さ
れ
、
地
域

住
民
の
方
々
か
ら
の
「
あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
を
励
み
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
る
と
決
意
を
示
め
さ
れ
た
。

問
　
過
疎
地
に
お
け
る
行
政

と
住
民
の
パ
イ
プ
役
「
集
落

支
援
員
」
の
設
置
は
。

企
画
部
長
　
行
政
ニ
ー
ズ
と

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
今

後
集
落
支
援
員
の
設
置
な
ど

具
体
的
な
方
法
等
に
つ
い
て

研
究
を
し
て
い
く
。

問
　
一
次
医
療
機
関
の
役
割

を
い
か
に
果
た
し
て
い
く
か
。

　

病
院
事
務
部
長
　
水
口
医
療

セ
ン
タ
ー
の
外
来
診
療
機
能

を
維
持
し
な
が
ら
、
小
規
模

老
人
保
健
施
設
へ
移
行
し
、

療
養
が
必
要
な
高
齢
者
の
医

療
確
保
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

24
年
開
院
を
め
ざ
す
。

問
　「
安
全
で
快
適
な
定
住

環
境
が
整
っ
た
ま
ち
づ
く

り
」
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
は
。

　

市
民
環
境
部
長
　
公
安
調
査

庁
等
関
係
機
関
と
連
携
を
は

か
り
、
さ
ら
な
る
対
策
の
強

化
を
全
国
の
関
係
自
治
体
と

も
共
同
し
て
進
め
て
い
く
。

　
そ
の
ほ
か
以
下
の
６
点
を

質
問
し
た
。

・
大
戸
川
ダ
ム
に
関
わ
る
、

県
道
、
旧
信
楽
町
で
の
下
水

道
事
業
は
進
め
ら
れ
る
か
。

・
農
業
基
本
・
食
育
条
例
は

関
係
者
の
責
務
を
明
ら
か
に

し
て
、
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
が
可
と
な
る
と
考
え
る
が
。

・
基
本
計
画
の
論
点
と
、
市

域
に
よ
る
生
産
調
整
の
適
地

適
作
提
言
に
ど
う
応
え
る
か
。

・
小
・
中
の
適
正
化
、
現
下

の
委
員
会
の
考
え
を
問
う
。

・
法
改
正
に
よ
る
学
校
教
育

社
会
教
育
の
課
題
は
何
か
。

・
市
の
宝
、
市
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
に
よ
る
わ
た
し
た

ち
の
ま
ち
づ
く
り
「
子
ど
も

議
会
」
の
開
催
を
問
う
。

オウム追放シュプレヒコール
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各会派による　代表質問
  

公
明
党

加
　
藤
　
和
　
孝

市
長
の
施
政
方
針
に
関
連
し
て
問
う

  

正
政
会

友
　
廣
　
　
　
勇

平
成
21
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

問
　
本
市
に
お
け
る
緊
急
経

済
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
定
額
給
付
金
は
、
４

月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
、

４
月
中
に
振
込
み
を
開
始
し

た
い
。
子
育
て
応
援
手
当
は
、

定
額
給
付
金
と
同
時
期
に
支

給
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
雇

用
対
策
に
つ
い
て
は
、
早
期

に
雇
用
の
創
出
を
図
り
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
取

り
組
む
。
緊
急
保
証
制
度
の

認
定
業
務
に
つ
い
て
、
一
日

で
決
済
が
済
ま
せ
る
よ
う
心

が
け
て
い
る
。

問
　
外
国
人
市
民
と
の
共
生

を
目
指
す
う
え
で
の
施
策
を

伺
う
。

市
長
　
生
活
環
境
課
に
通
訳

を
置
き
様
々
な
相
談
に
対
応

し
て
い
る
。
毎
水
曜
日
に
サ

ン
ト
ピ
ア
水
口
で
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
通
訳
を
置
き
、
雇
用
保

険
や
職
業
相
談
を
行
っ
て
い

る
。
国
際
交
流
協
会
に
委

託
し
て
日
本
語
教
室
等
を
開

催
す
る
一
方
、
協
会
と
共
同

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ

ブ
版
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
等
の

「
甲
賀
市
多
言
語
生
活
情
報
」

を
掲
載
し
て
い
る
。「
外
国

人
集
住
都
市
会
議
」
に
加
入

し
、
多
文
化
共
生
社
会
が
作

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ

ム
を
採
用
す
る
こ
と
も
必
要

で
は
。

市
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
に
加
え
、
乗
客
の
需

要
に
応
じ
て
運
行
す
る
デ
マ

ン
ド
運
行
方
式
や
、
買
い

物
・
通
院
等
の
日
常
生
活
を

支
援
す
る
た
め
の
デ
マ
ン
ド

型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
の

導
入
の
可
能
性
を
含
め
、「
甲

賀
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
」
に
お
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問
　
戦
略
的
に
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
・
推
進
す
る
た
め

の
組
織
づ
く
り
や
推
進
計
画

を
策
定
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
地
域
団
体
商
標
と
し

て
「
信
楽
焼
」
が
登
録
さ
れ

て
い
る
。
杉
谷
な
す
び
、
水

口
か
ん
ぴ
ょ
う
等
も
「
甲
賀

の
伝
統
野
菜
」
と
し
て
商
標

登
録
す
べ
く
準
備
を
さ
れ
て

い
る
。
い
ち
じ
く
、
メ
ロ
ン
、

い
ち
ご
等
も
栽
培
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
甲

賀
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

広
く
全
国
に
周
知
す

べ
く
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
・
推
進
す

る
た
め
の
組
織
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

問
　
当
初
予
算
は
３
２
０
億

円
の
計
画
か
ら
３
０
６
億
円

に
下
降
修
正
し
た
。
守
山
市

は
前
年
度
比
プ
ラ
ス
2.5
％
の

積
極
型
予
算
を
実
現
さ
せ
た

が
、
見
解
と
当
市
の
予
算
編

成
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長
　
守
山
市
の
法
人
税
は

他
市
町
と
同
様
に
落
ち
込
み

が
予
測
さ
れ
る
が
、
人
口
増

で
個
人
市
民
税
と
商
業
施
設

や
大
企
業
の
進
出
で
固
定
資

産
税
の
増
加
が
あ
る
。
加
え

て
こ
こ
数
年
の
緊
縮
型
予
算

で
19
年
度
末
の
財
政
調
整
基

金
が
21
億
６
千
万
円
あ
る
た

め
可
能
と
な
っ
た
。

　
合
併
後
、
甲
賀
市
の
一
体

化
醸
成
の
た
め
積
極
予
算
を

編
成
し
て
き
た
。
現
状
か
ら

す
る
と
財
政
健
全
化
へ
の
取

組
み
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

問
　
企
業
は
各
自
の
戦
略
で

事
業
拡
大
も
す
る
し
、
縮
小

も
す
る
。
企
業
撤
退
や
倒
産

と
も
な
れ
ば
、
目
も
当
て
ら

れ
な
い
。
身
の
丈
の
誘
致
を

図
る
べ
き
だ
が
。

市
長
　
内
陸
工
業
地
域
と
し

て
幅
広
い
業
種
の
企
業
誘
致

を
し
た
。
景
気
変
動
に
左
右

さ
れ
な
い
産
業
構
造
を
呈
し

て
い
る
。
合
併
後
も
優
良
企

業
を
誘
致
で
き
た
結
果
、
固

定
資
産
税
や
法
人
市
民
税
の

確
保
や
雇
用
の
確
保
・
拡
大

が
図
れ
た
。

問
　
地
域
経
済
は
火
の
車
状

態
。
地
元
企
業
の
倒
産
も
お

こ
る
中
、
地
場
産
業
や
地
元

商
工
者
へ
の
積
極
的
な
支
援

が
求
め
ら
れ
る
が
。

市
長
　
経
済
状
況
か
ら
労
働

者
の
解
雇
や
労
働
時
間
の
縮

小
か
ら
深
刻
な
状
態
で
あ
る
。

緊
急
対
策
に
よ
る
雇
用
の
促

進
や
相
談
窓
口
の
設
置
・
充

実
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
緊

急
保
証
制
度
に
よ
る
事
業
認

定
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い

る
。

　
陶
業
や
薬
業
振
興
の
積
極

的
な
支
援
で
も
県
の
経
済
振

興
特
区
制
度
の
活
用
や
「
く

す
り
学
習
館
」
か
ら
の
情
報

発
信
や
施
設
の
活
用
に
よ
り

地
場
産
業
の
育
成
や
振
興
を

図
っ
て
い
る
。

24 社が進出したさつきが丘工業団地
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代 表 質 問

  

甲
政
ク
ラ
ブ

今
　
村
　
和
　
夫

平
成
21
年
度
予
算
に
つ
い
て

  

日
本
共
産
党

小
　
松
　
正
　
人

深
刻
な
経
済
危
機
打
開
を

問
　
予
算
編
成
に
お
け
る
市

長
の
思
い
は
。

市
長
　
平
成
21
年
度
予
算

は
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
と

事
務
事
業
の
見
直
し
を
図
る

一
方
、
市
民
の
生
活
を
守
る

た
め
、
妊
婦
健
診
の
実
施
回

数
の
拡
充
、
公
立
甲
賀
病
院

の
移
転
新
築
に
向
け
て
の
条

件
整
備
、
子
ど
も
達
が
、
本

に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
等
、
私
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
思
い
で
あ
る
市
民

に
密
着
し
た
効
果
の
あ
る
事

業
の
重
点
化
を
図
っ
た
。

問
　
財
政
調
整
基
金
の
確
保

に
対
す
る
方
策
は
。

市
長
　
過
年
度
分
も
含
め
税

や
各
種
使
用
料
の
徴
収
率
の

ア
ッ
プ
に
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
歳
出
に
お
い
て
は
、
人

件
費
の
削
減
、
経
常
経
費
の

更
な
る
削
減
を
は
じ
め
と
し

て
行
政
改
革
を
実
践
す
る
こ

と
に
よ
り
総
合
的
に
今
後
必

要
と
さ
れ
る
基
金
の
確
保
に

努
め
る
。

問
　
財
源
確
保
の
た
め
の

「
稼
ぐ
」
の
方
策
は
。

市
長
　
中
長
期
的
に
は
企
業

誘
致
に
よ
る
新
た
な
税
財
源

の
確
保
、
短
期
的
に
は
、
広

告
料
収
入
、
遊
休
土
地
の
処

分
、
貸
付
を
進
め
る
一
方
で
、

市
民
の
公
平
性
の
観
点
か
ら

も
税
、
料
金
等
滞
納
の
徴
収

は
重
要
で
あ
る
た
め
、
特
別

徴
収
班
の
更
な
る
充
実
な
ど

全
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
む
。

問
　
本
市
の
財
政
の
現
状
を
、

市
民
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る

か
。

市
長
　
市
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
は
、
毎
年
、
予
算
決
算

の
状
況
と
年
２
回
中
間
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
、
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

て
情
報
提
供
し
て
い
る
。
掲

載
方
法
に
つ
い
て
も
、
市
民

に
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る

た
め
、
グ
ラ
フ
を
多
く
入
れ
、

歳
入
歳
出
の
項
目
を
一
般
家

庭
に
お
け
る
給
料
や
ロ
ー
ン

返
済
な
ど
に
置
き
か
え
る
な

ど
工
夫
し
て
い
る
。
平
成
21

年
度
で
は
、
財
政
状
況
を
今

ま
で
以
上
に
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
企
業
会
計
的
考
え
方

を
取
り
入
れ
た
、
公
会
計
財

務
４
表
の
整
備
を
図
る
。
情

報
提
供
の
手
法
と
し
て
「
ぐ

る
っ
ト
ー
ク
」の
機
会
や「
出

前
講
座
」
の
開
設
に
よ
り
、

よ
り
き
め
細
か
な
情
報
提
供

を
行
い
市
と
し
て
の
説
明
責

任
を
果
す
。

問
　（
景
気
悪
化
の
中
）
緊

急
雇
用
対
策
を
急
げ
。

市
長
　「
生
活
・
経
済
・
雇

用
対
策
会
議
」
で
対
処
す
る
。

問
　
今
、
経
済
危
機
、
景
気

悪
化
を
受
け
た
大
企
業
と
関

連
会
社
が
労
働
者
の
派
遣
切

り
を
強
行
し
、
市
内
企
業
に

も
お
よ
ん
で
い
る
。
貧
困
労

働
者
の
首
を
切
る
冷
酷
非
道

な
や
り
方
は
人
権
、
人
道
に

照
ら
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
。
市
長
の
認
識
を
問
う
。

市
長
　
非
正
規
労
働
者
の
雇

い
止
め
は
大
変
厳
し
い
。
市

内
企
業
に
も
お
よ
び
、
懸
念

し
て
い
る
。
労
働
者
の
人
権

を
守
る
立
場
か
ら
市
長
名
で

「
緊
急
雇
用
に
対
す
る
要
請

書
」
を
各
企
業
に
送
り
、
雇

用
維
持
に
向
け
企
業
訪
問
の

機
会
に
要
請
し
て
い
く
。

問
　
派
遣
切
り
失
職
者
の
住

宅
確
保
が
重
要
だ
。
市
営
住

宅
５
戸
の
開
放
で
は
少
な
い
。

空
き
室
は
何
戸
く
ら
い
提
供

で
き
る
か
。

市
長
　
募
集
可
能
な
35
戸
の

空
き
室
が
あ
る
が
修
繕
費
が

高
く
つ
く
。
企
業
の
社
員
寮

の
空
き
室
を
20
戸
要
請
し
て

い
る
。

問
　
市
道
の
老
朽
化
が
著
し

く
、
歩
道
や
法
面
の
草
木
整

備
が
不
徹
底
で
あ
る
。
緊
急

雇
用
創
出
事
業
と
組
み
合
せ
、

道
路
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

編
成
で
き
な
い
か
。

市
長
　
緊
急
雇
用
創
出
特
別

推
進
事
業
交
付
金
を
活
用
し
、

道
路
の
維
持
管
理
を
計
画
し

て
い
る
。
簡
易
補
修
、
除
草

作
業
を
す
る
臨
時
職
員
を
雇

用
し
て
道
路
整
備
に
努
め
る
。

問
　
市
長
公
約
の
中
で
中
学

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
完

全
無
料
化
は
市
民
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
是
非
実
現
を
。

市
長
　
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
福
祉
医
療
の
公
平
性
を

考
慮
し
検
討
し
て
い
る
。
完

全
実
施
に
は
小
学
・
中
学
生

合
せ
て
概
算
で
新
た
に
約

３
億
４
千
万
円
が
必
要
。
経

済
・
財
政
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
、
な
る
べ
く
早
い
時
期

の
実
施
を
め
ざ
す
。

問
　
農
地
の
荒
廃
は
深
刻
。

耕
作
放
棄
農
地
の
対
策
は
。

市
長
　
調
査
で
放
棄
農
地
は

６
2
0
ha
。
対
策
協
議
会
を

立
ち
あ
げ
再
生
利
用
を
図
る
。

　
そ
の
ほ
か
野
生
獣
害
対
策

特
に
ア
ラ
イ
グ
マ
の
対
策
を

質
問
し
た
。

ハローワーク水口

市内の遊休土地（手前）
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平成 21 年 第 1 回甲賀市議会定例会一般質問
平 成21 年 3 月 9 日 ・10 日

一般質問

順
番 議席番号 質問方法 氏　名 質　問　事　項

１ 7 番 一問一答 鵜飼　　勲

１　失職世帯に対する緊急支援について

２　市立学校の米飯給食について

３　成年後見制度の現状と課題について

２ １4 番 一問一答 葛原　章年

１　急激な景気悪化による甲賀市の現状と対策について

２　『国際陶芸産業都市』特区の取組みについて

３　甲南Ｉ.Ｃ供用開始と地域活性化について

３ 25 番 一　括 中島　　茂 １　Ｈ 21 年度予算について

４ 23 番 一問一答 白坂萬里子

１　地上デジタル放送への完全移行に向けた諸課題について

２　市民参加の清掃美化運動について

３　防ごう「女性のガン」対策

５ 21 番 一問一答 安井　直明

１　県新年度予算案が甲賀市にもたらす影響について

２　大戸川ダム建設は止めるべきだと考えるが

３　長期雇用となっている臨時的任用職員の賃金を引上げよ

４　大野学区の新年度予算に関する要望書の実現を

５　市道等にかかる道路建設、道路パトロールと補修と県への要望に
ついて

６ 1 番 一問一答 山岡　光広

１　介護保険制度について

２　後期高齢者医療制度について

３　保育問題について

４　市内在住の外国人について

５　教員の免許更新、臨時講師について

７ 8 番 一問一答 土山　定信
１　廃プラスチック分別回収について

２　派遣について市はどの程度理解しているのか

８ 4 番 一　括 辻　　重治
１　「家庭の日」について

２　希少種のすむ湿原保護のとりくみについて

９ 2 番 一　括 林　　勝彦 １　スポーツ振興策と課題について

10 28 番 一問一答 橋本　律子
１　生活幹線道路の安全確保について

２　市民とまちの活性化について

11 26 番 一問一答 中西弥兵衛
１　合併後における行政組織の改編と職員配置について問う

２　広域連携による本市の戦略的な観光行政のあり方について問う

12 16 番 一問一答 野田　卓治
１　地域の活性化を問う

２　甲賀市総合計画を基本とした各推進計画実施の進歩状況は

13 27 番 一問一答 岩田　孝之 １　教育問題について

14 5 番 一問一答 木村　泰男
１　放課後子どもプランについて

２　学童保育の今後について

目次
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14人の議員が登壇
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ただけます。
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鵜飼　勲�議員

QA

教
育
関
連
緊
急
支
援
策
は

今
後
の
対
応
を
研
究
検
討
す
る

一 般 質 問

葛
原
章
年�

議
員

Q

A

「国際陶芸産業都市」特区
の進捗は

積極的な取組みを行って
いる

今議会から「一問一答方式」

市政を問う

観光客で賑わう窯元散策路

　
急
激
な
景
気
悪
化
に
よ
る

市
内
各
方
面
の
現
状
と
対
策
、

「
国
際
陶
芸
産
業
都
市
」
特

区
事
業
の
取
組
み
、
甲
南
IC

供
用
開
始
に
と
も
な
い
市
全

域
で
の
観
光
振
興
策
の
３
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
そ

の
な
か
で
、
経
済
振
興
特
区

に
つ
い
て
の
質
問
と
答
弁
を

紹
介
す
る
。

問
　
信
楽
焼
産
地
の
現
状
と

特
区
事
業
の
見
通
し
に
つ
い

て
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長
　
産
地
を
取
り
巻
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
特
区
事
業
の
使
命
で

あ
る
産
地
振
興
を
め
ざ
し
た

取
組
み
を
行
政
と
業
界
が
連

携
し
、
お
互
い
に
汗
を
か
き

な
が
ら
前
向
き
に
展
開
し
て

い
る
。
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
事

業
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員

会
を
設
立
し
具
体
的
な
準
備

を
進
め
て
い
る
。
事
業
を
通

じ
て
、『
歩
い
て
楽
し
い
観

光
の
ま
ち
づ
く
り
』
や
『
ほ

ん
も
の
に
出
会
え
る
ま
ち
』

の
実
現
に
向
け
、
市
民
や
地

域
と
一
体
と
な
り
信
楽
焼
の

振
興
を
目
指
し
て
い
く
。

問
　
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
事
業

の
概
要
と
そ
の
問
題
点
は
。

　

産
業
経
済
部
長
　
平
成
22
年

10
月
１
日
か
ら
54
日
間
の
日

程
で
開
催
し
、
特
に
来
場
者

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
臨
時

駐
車
場
の
設
置
や
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
で
十
分
な
対
応

を
し
て
い
く
。

問
　
日
々
厳
し
さ
を
増
す
昨

今
の
経
済
・
雇
用
情
勢
を
踏

ま
え
、
失
職
世
帯
に
対
す
る

就
学
援
助
に
つ
い
て
、
現
有

制
度
に
加
え
特
定
扶
養
親
族

等
に
就
学
を
支
援
す
る
た
め

の
無
利
子
貸
付
・
利
子
補
給

等
の
緊
急
追
加
支
援
策
は
。

市
長
　
甲
賀
市
で
は
、
就
学

援
助
制
度
の
対
象
と
な
る
基

準
を
近
隣
の
他
市
よ
り
も
大

幅
に
条
件
を
緩
和
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
昨
今
の
状
況
か
ら
、
要
保

護
及
び
準
要
保
護
家
庭
な
ら

び
に
、
特
定
扶
養
親
族
を
か

か
え
日
々
の
生
活
に
困
窮
し

た
世
帯
に
対
し
て
、
何
ら
か

の
処
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
と
の
認
識
を
し
て
い
る
。

　
今
後
の
就
学
援
助
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
現
有
制
度

の
活
用
も
含
め
て
十
分
に
研

究
し
検
討
す
る
。

問
　
米
飯
給
食
時
、
日
本
の

食
文
化
の
原
点
で
も
あ
る
陶

器
茶
碗
の
導
入
は
。

教
育
長
　
米
飯
給
食
で
信
楽

焼
の
食
器
を
用
い
て
暖
か
い

ご
飯
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
は

理
に
適
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
実
施
可
能
な
学
校
か
ら
モ

デ
ル
的
に
試
行
す
る
な
ど
、

陶
器
茶
碗
の
導
入
を
視
野
に

入
れ
検
討
す
る
。

問
　
成
年
後
見
制
度
の
現
状

と
課
題
は
。

　

健
康
福
祉
部
長
　
現
在
、
成

年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
体

制
が
構
築
で
き
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、

市
民
か
ら
の

相
談
や
制
度

利
用
に
か
か

る
支
援
を
行

う
た
め
に
制

度
を
一
体
的

に
担
う
機
能

を
有
し
た
施

設
、
機
関
を

検
討
す
る
。

法務省民事局リーフレットより
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一 般 質 問

中
島
　
茂�

議
員

Q

A

21年度予算編成に
ついて

地方自治の原理原則は
「補完性の原理」

問
　
①
予
算
編
成
の
課
題
②

市
民
が
行
政
と
の
連
帯
感
を

醸
成
し
信
頼
関
係
を
築
く
協

働
の
精
神
と
は
③
「
入
る
を

量
る
」
た
め
に
多
く
の
無
償

の
リ
ー
ダ
ー
を
求
め
る
。

市
長
　
当
市
の
財
政
規
模
は

標
準
財
政
規
模
に
市
税
等
の

収
入
額
の
残
り
と
、
国
・
県

補
助
金
な
ど
の
特
定
財
源
の

一
定
収
入
額
を
加
算
し
た
、

３
０
０
億
円
程
度
が
理
想
。

　
補
助
費
の
歳
出
に
占
め
る

割
合
が
15
．
7
％
で
同
等
の

他
市
と
比
較
し
て
高
い
。
補

助
団
体
で
役
割
を
終
え
た
、

あ
る
い
は
機
能
を
果
た
し
て

い
な
い
団
体
を
見
直
す
。
合

併
に
よ
る
同
種
施
設
の
見
直

し
、
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
効
率
が
悪
く
「
甲
賀
市
行

政
改
革
大
綱
」
を
基
本
と
し

た
「
定
員
適
正
化
計
画
」
を

は
じ
め
と
す
る
「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
を
積
極
的
に
推
進

す
る
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
姿
勢
は
、
市
民
と
行

政
の
信
頼
関
係
を
築
き
個
性

豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会

を
皆
様
と
と
も
に
実
現
。

　
地
方
自
治
の
原
理
や
原
則

は
「
補
完
性
の
原
理
」
で
あ

り
、「
個
人
で
出
来
る
事
は

個
人
で
」「
個
人
で
出
来
な

い
こ
と
は
家
庭
・
家
族
」「
家

庭
で
出
来
な
い
時
は
、
地
域

や
N
P
O
が
助
け
る
」「
そ

れ
で
も
解
決
で
き
な
い
と
き

は
、
初
め
て
行
政
が
解
決
す

る
」。「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
で
問
題
解
決
す
る
。

白坂萬里子�議員

QA

地
デ
ジ
放
送
移
行
へ
の
説
明
会
は

き
め
細
か
な
説
明
会
を
も
つ

問
　
地
デ
ジ
放
送
移
行
へ
の

諸
課
題
に
つ
い
て
、
高
齢
者

世
帯
・
障
害
者
等
へ
の
説
明

会
の
取
組
み
は
。

企
画
部
長
　
小
さ
な
枠
を
基

本
に
き
め
細
か
な
説
明
会
を

も
つ
。

問
　
生
活
保
護
世
帯
に
は
簡

易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
配
布

を
早
く
知
ら
せ
る
べ
き
。

企
画
部
長
　
対
象
者
が
不
安

を
も
た
れ
な
い
よ
う
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
り
周
知
し
て
い

く
。

問
　
悪
質
商
法
へ
の
対
策
と

地
域
住
民
へ
の
周
知
徹
底
策

は
。

企
画
部
長
　
区
単
位
で
説
明

会
を
開
催
し
、
情
報
提
供
や

注
意
喚
起
を
し
て
い
く
。

問
　
市
営
住
宅
の
地
デ
ジ
用

ア
ン
テ
ナ
は
。

企
画
部
長
　
共
同
ア
ン
テ
ナ

設
置
の
団
地
で
は
市
が
集
合

住
宅
対
応
と
し
て
整
備
。
そ

れ
以
外
は
各
戸
負
担
を
基
本

と
す
る
。

問
　
学
校
や
公
民
館
な
ど
公

共
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
計
画

は
。

財
務
部
長
　
94
施
設
、
８
６

２
台
。
国
の
補
助
を
最
大
限

活
用
し
た
中
で
整
備
し
て
い

く
。

問
　
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
リ

サ
イ
ク
ル
対
策
は
。

企
画
部
長
　
約
３
万
３
千
台

の
排
出
が
見
込
ま
れ
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
販
売

店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
。

問
　
乳
ガ
ン
・
子
宮
頸
ガ
ン

検
診
の
受
診
率
と
受
診
率

ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
は
。

　

健
康
福
祉
部
長
　
市
で
実
施

し
た
受
診
者
率
は
共
に

20
％
程
度
で
、

50
％
を
目
標

に
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え

広
報
・
啓
発

の
活
動
を
し

て
い
く
。

安
井
直
明�

議
員

Q

A

臨時保育士の賃金引上げを

４月から引き上げる

問
　
新
年
度
県
予
算
が
甲
賀

市
に
も
た
ら
す
影
響
は
ど
う

か
。

市
長
　
補
助
金
が
「
自
治
振

興
交
付
金
」
に
変
わ
り
、
25

事
業
で
8
1
5
万
９
０
０
０

円
の
影
響
と
な
る
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

中
学
校
定
期
券
月
額
４
千
円

が
、
５
千
５
百
円
と
な
る
が

値
上
げ
は
や
め
る
べ
き
だ
。

市
長
　
中
学
生
の
通
学
と
通

勤
の
改
定
で
負
担
を
願
い
た

い
。

問
　
大
戸
川
ダ
ム
建
設
は
止

め
る
べ
き
だ
。
県
道
改
修
や
、

下
水
道
工
事
な
ど
担
保
さ
れ

れ
ば
必
要
な
い
。

市
長
　
県
道
整
備
や
河
川
改

修
な
ど
か
ら
も
必
要
だ
。

問
　
長
期
雇
用
と
な
っ
て
い

る
臨
時
保
育
士
の
賃
金
を
引

き
上
げ
よ
。

市
長
　
正
規
職
員
と
比
べ

処
遇
面
や
任
用
に
お
い
て

不
安
定
な
勤
務
環
境
と
認

識
し
て
い
る
。
４
月
か
ら

現
行
16
万
３
８
０
０
円
を

16
万
５
０
０
０
円
に
。
ク
ラ

ス
担
任
は
17
万
１
０
０
円
を

17
万
１
５
０
０
円
に
引
き
上

げ
る
。

問
　
大
野
学
区
の
要
望
を
実

現
せ
よ
。

建
設
部
長
　
若
王
子
交
差
点

は
、
現
地
説
明
会
の
確
認
を

事
業
計
画
に
反
映
す
る
と
の

こ
と
。
日
野
徳
原
の
視
距
改

良
は
21
年
度
早
期
着
工
を
要

望
し
て
い
る
。

予算特別委員会

危険な若王子前交差点

乳
が
ん
検
診
の
バ
ス

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです
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一 般 質 問

山岡光広�議員

QA

女
性
が
深
夜
勤
の
場
合
で
も
保
育
を

保
育
に
欠
け
る
状
態
に
該
当
す
る

土
山
定
信�

議
員

Q

A

廃プラ類分別回収の効果は

負担金減と焼却炉の延命

問
　
廃
プ
ラ
回
収
に
１
億
円

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
効
果
は
。

　

市
民
環
境
部
長
　
分
別
で
燃

え
る
ご
み
が
減
り
、
市
の
焼

却
炉
の
負
担
金
が
1
千
万
円

程
度
減
る
。
ま
た
約
15
年
程

度
炉
の
延
命
が
見
込
ま
れ
る
。

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
は
、

甲
賀
市
だ
け
で
東
京
ド
ー
ム

約
一
杯
分
と
見
込
ん
で
い
る
。

金
額
的
に
は
小
額
で
は
あ
る

が
廃
プ
ラ
を
燃
料
と
し
て
売

却
代
金
80
万
円
程
度
を
予
定

し
て
い
る
。

問
　
そ
の
80
万
は
、
市
民
の

分
別
努
力
結
果
と
し
て
、
子

ど
も
達
に
環
境
問
題
の
本
購

入
等
市
民
に
わ
か
り
や
す
い

使
い
方
が
出
来
な
い
の
か
。

　

市
民
環
境
部
長
　
収
集
費
用

に
使
う
予
定
だ
が
、
検
討
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

問
　
労
働
者
派
遣
に
つ
い
て

市
長
は
、
労
働
問
題
で
助
け

た
い
と
考
え
て
い
る
甲
賀
市

民
の
範
囲
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
労
働
者
の
方
で
住
居

さ
え
無
く
な
っ
た
方
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
範
囲
を
大
き

く
考
え
、
甲
賀
市
に
勤
め
て

お
ら
れ
る
方
も
対
象
と
し
た

が
、
基
本
的
に
は
住
所
が
甲

賀
市
に
あ
る
方
が
市
民
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
甲
賀
市
で
ま
だ
社
会
保

険
に
未
加
入
の
方
が
お
ら
れ

る
と
思
う
が
。

　

産
業
経
済
部
長
　
労
働
基
準

局
の
管
轄
で
あ
り
市
と
し
て

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
相

談
に
は
、
親
切
に
対
応
し
て

い
る
。

　
介
護
保
険
制
度
の
充
実
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

止
、
保
育
制
度
の
充
実
、
市

内
在
住
の
外
国
人
へ
の
対
応
、

教
員
の
免
許
更
新
と
臨
時
講

師
の
５
項
目
に
つ
い
て
、「
一

問
一
答
」
方
式
で
、
実
態
を

ふ
ま
え
要
求
実
現
と
市
政
の

あ
り
方
を
指
摘
し
た
。
主
な

質
問
と
答
弁
は
次
の
通
り
。

問
　
４
月
か
ら
介
護
保
険
認

定
基
準
が
変
更
さ
れ「
軽
度
」

に
な
れ
ば
必
要
な
介
護
が
受

け
ら
れ
な
い
の
で
は
。

　

健
康
福
祉
部
長
　
心
配
の
声

は
あ
る
。
実
態
に
見
合
っ
た

判
定
を
し
た
い
。

問
　
保
育
園
の
入
園
待
ち

は
。
市
長
公
約

の
休
日
保
育
の

検
討
は
。
女
性

が
深
夜
・
夜
勤

し
て
い
る
場
合

も
「
保
育
希
望
」

に
応
え
る
べ
き
。

市
長
　
市
内
で

38
名
の
入
園
待
ち
が
あ
る
。

休
日
保
育
は
早
期
実
施
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

健
康
福
祉
部
長
　
昼
間
に
睡

眠
や
休
養
を
と
る
必
要
が
あ

り
、
昼
間
保
育
に
欠
け
る
状

態
に
な
る
の
で
入
園
条
件
に

該
当
す
る
。

問
　
３
千
人
を
超
え
る
市
内

外
国
人
の
た
め
の
通
訳
の
拡

充
、
離
職
者
に
対
す
る
相
談
、

教
育
の
保
障
、
外
国
人
集
住

都
市
会
議
へ
の
参
加
は
。

　

市
民
環
境
部
長
　
通
訳
は
現

在
３
名
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
て
就
職
相
談
日
を
開

設
し
て
い
る
。
母
語
支
援
員

は
２
名
増
員
す
る
。

辻　重治�議員

QA

家
庭
の
日
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

毎
日
が
家
庭
の
日
だ
と
思
う

問
　
第
３
日
曜
日
は
、
家
庭

の
日
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う

か
。
ま
た
、
こ
の
日
に
お
け

る
市
の
施
設
開
放
は
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
は
、
親
の
願
い

で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
全

体
の
願
い
で
あ
る
。

　
家
庭
は
、
安
ら
ぎ
の
場
で

あ
る
が
、
と
も
す
れ
ば
日
常

生
活
や
仕
事
に
追
わ
れ
、
家

族
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
た
り
、

体
験
の
機
会
を
充
実
す
る
こ

と
が
希
薄
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
本
市
は
、

３
世
代
の
世
帯
も
多

く
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い

が
、
比
較
的
し
っ
か
り

し
て
い
て
地
域
の
大
人

と
子
ど
も
が
一
緒
に
楽

し
む
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
が
盛
ん
で
あ
り
、「
毎

日
が
家
庭
の
日
」
と
も

思
う
。

　
市
で
は
、「
親
子
ふ
れ
あ

い
教
室
」
や
「
親
子
プ
レ
イ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
開

催
し
、
21
年
度
か
ら
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
を
実
施
す
る
。

施
設
の
開
放
は
、
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

問
　
希
少
種
が
生
息
す
る
湿

原
の
保
護
に
つ
い
て
。

　

市
民
環
境
部
長
　
指
定
地
域

や
、
候
補
地
と
な
っ
た
場
合

地
元
の
意
向
と
体
制
の
確
認

調
査
し
、
将
来
に
む
け
た
良

好
な
自
然
環
境
保
全
す
る
。

市内在住外国人

◆ブラジル …… 1717 人
◆中国 …………  481 人
◆ペルー …………350 人
◆韓国・朝鮮 ……328 人
◆フィリピン ……197 人
◆インドネシア …… 47 人
◆アメリカ ……… 14 人
◆タイ …………… 11 人
◆その他 ………… 52 人

廃プラ専用袋

三世代のふれあい
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一 般 質 問

林　勝彦�議員

QA

体
育
館
照
明
の
管
理
運
営
は

定
期
的
に
報
告
を
求
め
適
宜
対
応

橋
本
律
子�

議
員

Q

A

生活幹線道路の安全確保を

関係機関と調整が必要

問
　
甲
南
IC
開
通
に
伴
う
交

通
量
の
変
化
と
、
一
般
道
へ

の
影
響
と
課
題
に
つ
い
て
。

建
設
部
長
　
一
日
に
約
３
９

０
０
台
が
IC
を
利
用
見
込
み
。

周
辺
道
を
７
５
０
０
台
通
行

予
想
。
周
辺
工
業
団
地
へ
の

業
務
用
車
輌
も
増
加
す
る
た

め
、
通
学
や
ラ
ッ
シ
ュ
時
へ

の
交
通
規
制
な
ど
を
視
野
に

入
れ
、
安
全
対
策
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
の
調
整
が
必
要

と
考
え
る
。

問
　
改
良
交
差
点
へ
の
信
号

設
置
、
歩
道
整
備
等
の
対
策

は
。

建
設
部
長
　
い
ず
れ
も
県
に

早
期
の
対
応
を
要
望
し
、
路

肩
部
分
の
着
色
舗
装
な
ど
安

全
対
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め

る
。

問
　
主
要
な
県
道
（
水
口
甲

南
線
・
小
佐
治
甲
南
線
）
等

の
改
良
促
進
を
早
急
に
。

建
設
部
長
　
沿
線
住
民
の
安

全
確
保
が
図
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拠

点
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

企
画
部
長
　
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
公
共
施
設
の
利
用
開
放
や
、

市
民
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
情
報
の
共
有
を
は
じ

め
、
需
給
調
整
機
能
を
備
え

た
拠
点
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
こ
の
ほ
か
住
民
提
案
型
活

動
支
援
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を

提
案
し
た
。

問
　
学
校
施
設
「
体
育
館
」

の
管
理
運
営
で
点
検
周
期
、

責
任
者
、
予
算
措
置
は
ど
う

か
。

　

教
委
事
務
局
長
　
学
校
施
設

の
管
理
運
営
は
、
基
本
的
に

は
当
該
校
で
実
施
、
学
校
施

設
開
放
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

が
所
管
し
て
い
る
。
ご
指
摘

の
体
育
館
の
照
明
は
定
期
的

に
学
校
か
ら
報
告
を
求
め
る

と
と
も
に
利
用
時
に
記
入
頂

く
「
使
用
日
誌
」
を
確
認
す

る
事
に
よ
り
、
電
球
の
交
換

や
修
繕
等
を
適
宜
対
応
し
て

い
る
。
予
算
は
前
年
度
の
実

績
を
勘
案
し
、
計
上
し
て
い

る
。

問
　
新
体
制
に
よ
る
体
育
指

導
委
員
の
活
動
状
況
は
。

　

教
委
事
務
局
長
　
こ
れ
ま
で

以
上
に
広
い
視
野
に
立
ち
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
展

開
す
る
た
め
市
内
全
域
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
行
事

へ
の
協
力
要
請
に
応
じ
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
担
っ

て
い
る
。
活
動
の
重
点
と
し

て
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
啓
発
や
市
民
の
要

請
に
応
じ
た
指
導
助
言
が
行

え
る
よ
う
、
知
識
・
技
能
の

習
得
に
取
組
ん
で
い
る
。

問
　
市
内
各
施
設
の
使
用
料

の
見
直
し
、
統
一
化
は
ど
う

か
。

　

教
委
事
務
局
長
　「
公
共
施

設
使
用
料
等
検
討
部
会
」
で

検
討
し
て
い
る
が
他
の
部
局

が
所
管
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

や
類
似
施
設
等
と
の
整
合
を

図
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
も

継
続
し
て
検
討
を
行
う
。

中西弥兵衛�議員

QA

国
際
競
争
力
の
高
い
観
光
地
の

形
成
を

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
も
検
討
す
る

問
　
観
光
産
業
は
、
今
後
、

企
業
誘
致
に
代
わ
る
地
方
経

済
の
活
性
化
の
目
玉
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
が
現
在
策

定
中
の
本
市
観
光
振
興
計
画

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

市
長
　
本
市
総
合
計
画
に
基

づ
く
ほ
か
、
国
や
県
の
振
興

策
も
ふ
ま
え
「
観
光
産
業
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
を
主
眼

に
、
観
光
協
会
や
各
種
団
体

と
協
働
で
具
体
策
を
練
り
上

げ
た
い
。

問
　
３
月
末
で
１
７
７
３
市

町
が
誕
生
す
る
中
、
積
極
的

な
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長
　
び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ

ビ
ュ
ー
ロ
ー

と
連
携
し
な

が
ら
、
大
阪
、

京
都
、
名
古

屋
、
横
浜
等

で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
活

用
し
て
本
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

平
成
22
年
に
は
草
津
線
全
線

開
通
1
2
0
周
年
、
全
線
電

化
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

た
め
鉄
道
を
利
用
し
た
観
光

モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定
も
予

定
し
て
い
る
。

問
　
N
H
K
の
ど
自
慢
大
会

の
開
催
や
ロ
ケ
地
の
売
り
込

み
や
「
ご
当
地
ソ
ン
グ
」
に

よ
る
P
R
も
必
要
で
は
な
い

か
。

市
長
　
当
市
を
全
国
に
P
R

す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ロ
ケ
地
の

誘
致
だ
け
で
な
く
経
済
効
果

の
伴
う
P
R
戦
略
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

快適な環境で楽しむスポーツ

ボランティア・NPO の活動

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです

202009. ５



一 般 質 問

野
田
卓
治�

議
員

Q

A

地域の活性化を問う

商工会の合併が第一

問
　
雇
用
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
職
業
訓
練
、
研

修
、
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

市
長
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
か

ら
就
職
相
談
の
窓
口
や
職
業

訓
練
の
会
場
と
し
て
要
請
が

あ
れ
ば
、
支
所
の
活
用
を
検

討
す
る
。

問
　
甲
賀
市
の
各
商
店
が
、

地
域
商
品
券
事
業
な
ど
出
来

る
状
況
に
な
い
今
、
統
一
し

た
行
動
が
取
れ
る
指
導
、
支

援
を
す
る
べ
き
で
あ
る
が
。

市
長
　
商
工
会
の
合
併
が
第

一
と
考
え
る
。
市
商
工
会
の

一
本
化
を
支
援
す
る
。

問
　
甲
賀
市
総
合
計
画
の
現

状
と
考
え
方
に
つ
い
て
。

企
画
部
長
　
新
規
事
業
を
対

象
に
考
え
た
進
捗
度
合
は
、

約
７
割
強
と
な
っ
て
い
る
。

緊
急
性
の
高
い
事
業
を
優
先

的
に
活
用
し
て
い
る
。
考
え

方
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会

情
勢
の
変
化
を
把
握
し
、
行

政
評
価
等
と
の
整
合
性
を
図

り
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
を

実
施
し
て
い
く
。

問
　
①
健
康
こ
う
か
21
計
画

の
現
状
と
進
捗
状
況
に
つ
い

て
。
②
甲
賀
市
健
康
福
祉
推

進
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　

健
康
福
祉
部
長
　
①
見
直
し

の
中
で
「
が
ん
」、「
循
環
器

疾
患
」
の
２
項
目
を
追
加
し

た
。
新
年
度
は
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
に
「
私
の
家
庭
健
康
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
入
れ
、
健

康
の
意
識
を
高
め
る
。
②
ほ

ぼ
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
。

公
民
館
の
活
用
等
を
検
討
。

岩田孝之�議員

QA

元
気
な
子
ど
も
虎
の
巻
の
目
標
は

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
取
り
組
む

問
　「
早
寝
、
早
起
き
、
朝

ご
飯
、
あ
い
さ
つ
、
読
書
、

運
動
」
で
こ
こ
ろ
も
体
も
栄

養
満
点
、
こ
れ
で
あ
な
た
も

学
力
ア
ッ
プ
の
６
つ
が
、
元

気
な
子
ど
も
を
育
む
基
本

だ
と
す
る
こ
の
運
動
は
、
甲

賀
の
子
ど
も
達
を
元
気
に
し
、

学
力
ア
ッ
プ
を
図
る
上
で
大

変
素
晴
ら
し
い
提
案
で
あ
る
。

そ
の
成
果
に
大
き
な
期
待
を

す
る
が
、
具
体
的
な
目
標
設

定
や
数
値
設
定
は
あ
る
の
か
。

教
育
長
　
子
ど
も
達
が
健

や
か
に
成
長
し
て
い

く
た
め
に
は
、
適
切

な
運
動
と
調
和
の
取

れ
た
食
事
、
そ
し
て

十
分
な
睡
眠
が
な
に

よ
り
も
大
切
。
必
要

不
可
欠
な
生
活
習
慣

が
大
き
く
乱
れ
、
体

力
や
気
力
、
学
習
意

欲
の
低
下
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で

は
、
６
つ
の
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
甲
賀
市
の
子
ど
も
の

一
番
大
事
な
実
行
目
標
と
し

て
、「
早
寝
、
早
起
き
、
朝

ご
飯
」
を
家
庭
で
、「
あ
い

さ
つ
、
読
書
、
運
動
」
を
学

校
や
園
で
定
着
さ
せ
れ
ば
、

元
気
な
子
ど
も
と
学
力
向
上

に
結
び
つ
く
こ
と
か
ら
、
目

標
や
数
値
は
設
定
し
て
い
な

い
が
、
家
庭
、
学
校
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

木
村
泰
男�

議
員

Q

A

放課後子どもプランは

外遊びの仕掛けと指導者の
育成に努める

　「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」

は
、
小
学
生
の
放
課
後
を
安

心
安
全
な
学
校
等
で
地
域
の

協
力
を
得
て
取
り
組
む
文
部

科
学
省
の
「
放
課
後
子
ど
も

教
室
」
と
、
従
来
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
厚
生
労
働
省
の

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を

合
わ
せ
実
施
す
る
も
の
。
平

成
19
年
度
よ
り
３
年
計
画
で

全
国
の
各
小
学
校
区
で
取
り

組
む
と
さ
れ
た
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

問
　
甲
賀
市
で
の
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長
　
運
営
委
員
会
を
設

置
し
検
討
し
て
い
る
。
現
在

は
、
公
民
館
で
休
日
等
に
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。
今
後

も
一
層
充
実
さ
せ
る
。

問
　
子
ど
も
達
は
放
課
後
等

を
ど
う
過
ご
し
て
い
る
か
。

教
育
長
　
甲
賀
の
子
ど
も
達

は
様
々
な
行
事
や
活
動
に
参

加
し
体
験
を
重
ね
て
い
る
。

問
　
か
つ
て
地
域
で
の
外
遊

び
は
社
会
の
基
本
を
学
ぶ
場

で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
場
を
学

校
の
放
課
後
に
設
定
す
る
の

が
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
な
い
の

か
。

教
育
長
　
家
庭
、
学
校
、
地

域
と
行
政
が
連
携
を
図
り
、

安
全
で
安
心
な
場
所
を
確
保

し
、
外
遊
び
の
で
き
る
様
々

な
仕
掛
け
づ
く
り
と
指
導
者

の
育
成
に
努
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

市内商店街

放課後児童クラブで遊ぶ子ども達

21 市議会だより　No.18



　
京
阪
神
と
中
京
を
結
ぶ
新

名
神
高
速
道
路
。
こ
の
大
動

脈
へ
の
出
入
口
と
し
て
、
市

内
３
番
目
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
３
月
20
日
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　「
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
制
度
」
を
活
用
し

て
滋
賀
県
が
建
設
し
た
も

の
で
、
地
域
間
の
交
流
が
よ

り
早
く
、
よ
り
活
発
と
な
り
、

観
光
や
雇
用
が
促
進
さ
れ
、

地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、

開
通
し
た
甲
南
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
つ
い
て
、
３
月

26
日
、
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
開
通
直
後
で
は
、

約
3
8
0
0
台
以

上
の
車
が
出
入
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

甲
賀
土
山
IC
は
、

４
5
0
0
台
、
信

楽
IC
は
、
5
0
9
0
台
（
い

ず
れ
も
１
日
あ
た
り
２
月
平

均
、
E
T
C
車
の
み
）。

　
道
路
と
イ
ン
タ
ー
と
い
う

ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
、
完
了

で
す
。
今
後
は
、
道
路
と
ま

ち
づ
く
り
、
に
つ
い
て
の
対

応
が
急
務
で
す
。
文
化
や
歴

史
、
伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ

新
し
い
感
覚
と
発
想
に
よ
っ

て
、
夢
は
ふ
く
ら
み
ま
す
。

活
性
化
に
向
け
、
具
体
策
に

も
調
査
を
す
す
め
ま
す
。

　
す
べ
て
の
住
民
が
格
差
な

し
に
行
政
情
報
を
入
手
で
き

る
環
境
を
早
期
に
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
が
、
現
在

の
財
政
状
況
か
ら
独
自
に
情

報
通
信
基
盤
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
は
難
し
く
、
民
間
企

業
と
の
連
携
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
甲
賀
市
の
方
針
は
、
市
内

事
業
者
に
よ
る
事
業
化
を
基

本
と
し
な
が
ら
も
、
現
在
に

至
っ
て
も
具
体
的
進
捗
が
見

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
大
手
事
業
者
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
は
と
の
意
見
を

と
り
い
れ
C
A
T
V
事
業
者

と
情
報
通
信
事
業
者
に
対
し

て
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、
事

業
費
負
担
の
軽
減
や
交
付
金

事
業
へ
の
対
応
も
可
能
で
あ

る
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
中
間
報
告

と
し
て
提
出
す
る
と
同
時

に
、
早
期
の
事
業

推
進
を
図
る
た
め
、

「
地
域
情
報
基
盤
整

備
に
関
す
る
提
言
」

を
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、

大
手
事
業
者
と
の

事
業
化
に
向
け
て

早
急
に
協
議
す
る

こ
と
を
求
め
る
こ

と
を
提
案
す
る
も

の
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
り

愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
定
期

券
割
引
率
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
市
内
を
縦
横
に
運
行
す

る
路
線
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
が
年
間
で
約
２
億
５
千
万

円
の
赤
字
経
営
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
信
楽
高
原
鐵
道

と
バ
ス
と
の
連
携
が
図
ら
れ

て
い
た
ワ
ン
デ

イ
チ
ケ
ッ
ト
が

昨
年
12
月
末
で

廃
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に

子
ど
も
安
心
回

数
券
も
３
月
31

日
を
も
っ
て
販

売
が
中
止
さ
れ

ま
し
た
。
大
変

苦
し
い
財
政
情

況
で
す
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
市
民
の
足

と
し
て
、
特
に

お
年
寄
り
や
学

生
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い

交
通
手
段
で
す
。
運
行
経
路

や
ダ
イ
ヤ
の
改
定
を
含
め
て
、

利
用
し
や
す
い
、
利
便
性
の

高
い
、
し
か
も
費
用
対
効
果

の
見
込
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
な
る
よ
う
十
分
に
検

討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強

く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

交通対策
特別委員会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
賃（
定
期
）改
定

地域情報
対策

特別委員会

中
間
報
告
と
提
言
を
提
出

新名神
地域振興

特別委員会

甲
南
イ
ン
タ
ー
を
生
か
そ
う

特別委員会・組合議会の動き

コミュニティバス

開通した甲南インターの前で

議
長
に
「
提
言
」
を
手
渡
す
特
別
委
員
会
の

正
副
委
員
長
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組合議会の動き

甲賀広域
行政組合

議会

水
処
理
設
備
整
備
計
画（
案
）

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理

施
設
は
、
昭
和
39
年
度
か
ら

５
期
に
わ
た
る
増
設
や
改
造

を
経
て
、
３
年
前
に
汚
泥
を

肥
料
化
で
き
る
受
入
設
備
等

が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
仮
施

設
で
処
理
を
行
い
な
が
ら
老

朽
化
に
よ
っ
て
耐
震
不
安
の

あ
る
水
処
理
施
設
を
平
成
24

年
度
全
面
稼
動
を
め
ざ
し
て

工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

◆
平
成
21
年
度
甲
賀
広
域
行

政
組
合
一
般
会
計
予
算

歳
入
歳
出
総
額
33
億
1
3
4

2
万
円
（
前
年
度
比 

2
億

1
5
1
2
万
円
の
減
）

全
員
賛
成
に
て
可
決

〔
歳
入
〕
主
な
も
の

・
清
掃
関
係
建
設
負
担
金
5

　
億
8
8
5
万
円

・
財
産
売
払
収
入
１
０
４
7

　
万
円

（
衛
生
セ
ン
タ
ー
敷
地
整
備

事
業
に
伴
う
も
の
）

〔
歳
出
〕
主
な
も
の

・ 

し
尿
処
理
施
設
費
に
関
る

生
活
環
境
影
響
調
査
９
３

　
５
万
円

・ 

消
防
施
設
費
　
高
規
格
救
急

自
動
車
一
台
２
８
７
７
万
円

◆
平
成
20
年
度
甲
賀
広
域

行
政
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算
認
定
〈
第
3
号
〉
の
専

決
処
分
を
承
認
。
２
０
２
万

円
を
減
額
し
、
総
額
は

35
億
３
３
６
９
万
円
。

（
歳
出
補
正
で
、
非
常
食
や

防
護
服
等
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
資
機
材
整
備
）

◆
甲
賀
広
域
行
政
組
合
負
担

金
分
賦
割
合
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成
に
て
可
決

（
清
掃
関
係
経
費
の
う
ち
施

設
整
備
担
当
参
与
経
費
は
平

等
割
１
０
０
%
と
す
る
も

の
）

一
般
質
問

　
甲
南
消
防
署
の
新
築
計
画

に
つ
い
て
の
現
状
と
現
消
防

署
の
耐
震
診
断
の
状
況
。

（
文
責
・
橋
本
律
子
）

会派名 所属議員

清風クラブ（16名）

◎岩田孝之 
　服部治男　山川宏治　橋本律子　中西弥兵衛 
　村山庄衛　河合定郎　伴資男　福西義幸 
　野田卓治　辻金雄　藤井克宏　酒巻昌市 
　土山定信　鵜飼勲　朏藤男

公明党甲賀市議団（3名） ◎加藤和孝 
　白坂萬里子　松本昌市

正政会（3名） ◎石川善太郎 
　友廣勇　林勝彦

日本共産党甲賀市議員団（3名） ◎安井直明 
　小松正人　山岡光広

甲政クラブ（4名） ◎今村和夫 
　中島茂　葛原章年　辻重治

無所属（1名） 　木村泰男

　
甲
賀
市
議
会
（
定
数
30
）
の
新
会
派
結
成
に
よ
り
、

新
し
い
会
派
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
新
会
派
構
成

公立甲賀
病院組合

議会

平
成
21
年
度�

公
立
甲
賀
病
院
事
業

会
計
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

予
定
額

〔
収
入
〕

　
86
億
２
０
７
万
３
千
円

〔
支
出
〕

　
88
億
３
９
２
１
万
３
千
円

主�

な
事
業

● 

デ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
シ
ス

テ
ム
導
入

● 

電
子
カ
ル
テ
ル
導
入
に
む

け
放
射
線
画
像
の
フ
ィ
ル

ム
レ
ス

● 

生
理
検
査
シ
ス
テ
ム
導
入

で
検
査
効
率
の
向
上

● 

公
立
甲
賀
病
院
移
転
新
築

整
備
事
業

　
平
成
20
年
度
甲
賀
看
護
専

門
学
校
卒
業
式
が
３
月
10
日

に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
進
路
状
況

甲
賀
市
、
湖
南
市
へ
就
職

　
17
名
（
う
ち
公
立
甲
賀
病

院
へ
は
13
名
）

滋
賀
県
内
他
市
町
村
　
７
名

　
県
外
　
３
名
　
合
計
27
名

　
な
お
21
年
度
の
入
学
者
は

39
名
で
す
。

　
甲
賀
、
湖
南
市
　 

14
名

　
県
内
（
そ
の
他
）　
13
名

　
県
外
　
　
　
　 

　 

12
名

（
文
責
・
村
山
庄
衛
） 甲賀看護専門学校卒業式
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作
家
た
ち
が
町
を
美
術
館
に
窯
元
散
策
路
の
仲
間
た
ち
展

2
0
0
9.5.1

V
ol.18

Vol.14

編 集 後 記編 集 後 記
▶さわやかな新緑の季節となりました。一年
間を通じて、いちばん活力のみなぎる時期
です。新名神高速道路甲南インターチェン
ジが開通して、まもなく２ヶ月が経過しよう
としています。
　全国の高速道路は、通行料金が値下げさ
れ、土・日・祝祭日は、どこまで行っても
1,000 円（限定車輌のみ）という遠出には
ありがたい設定です。また、定額給付金を
すでに受取られた方もおられると思います。
ぜひ、この機会にお出掛け下さい。そして、
新しい息吹と風を受け入れてみるのはどうで
しょう。　　　　 （広報特別委員　辻　重治）

この広報紙は古紙パルプを配合しています。

甲賀の シリーズ❻味18
●
●
●
●
●
●
●
●
●

新年度予算特集
議案審議
常任委員会報告
議会改革特別委員会
各会派による代表質問
一般質問目次
一般質問（14名が問う）
特別委員会等の動き
くつろぎこうか［シリーズVol.14］
　甲賀の味シリーズ❻

2～5
6～7
8～11
12

13～15
16

17～21
22～23

24

平成21年（2009）

5 1
おもな内容

目
カメラの

　2010年秋に開催される「信楽陶芸トリエンナーレ」のプレイベ
ントとして、4月の3日から6日まで、「信楽座と信楽窯元散策路の
仲間たち展」が開かれ、陶器のまち・信楽が賑わいました。
　窯元散策路の仲間たち展は、今年で4回目とあって、「毎年楽し
みに来ているんですよ」という人も。登り窯や倉庫を使っての作
品展に興味深く見入る人や、信楽焼の器で食事やコーヒーを楽し
む人も…。　　　　　　　　　　　　　　（撮影・山岡光広）

編
集
■
広
報
特
別
委
員
会
発
行
■
甲
賀
市
議
会

〒
528-8502　

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
水
口
6053番

地
 TE
L.0748-65-0654 FA

X
.0748-63-4373

 E
-m
ail:koka111000@

city.koka.lg.jp

鮎
あ

い  
河が  
菜な

●鮎河菜のペペロンチーノ
— 材料（４人分）—
鮎河菜………………………… 100g
パスタ………………………… 400g
ニンニク（みじん切り） …… 大さじ 1
鷹の爪（トウガラシ） ……… ２本
ベーコン……………………… ５枚
オリーブオイル…………… 1/4 カップ
塩・コショウ………………… 少々

●鮎河菜のオープントースト（２種）
— 材料（４人分）—
鮎河菜………………………… 100g
フランスパン………………… 1 本
バター………………………… 20g
明太子………………………… 1 はら
マヨネーズ…………………… 適量
ワサビ………………………… 適量
ピザ用チーズ………………… 適量

も
っ
と
古
く
平
安
時
代
か
ら

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
春
３
月
中
旬
〜
４
月
中
旬

位
が
収
穫
期
で
す
。
菜
の

花
と
同
じ
よ
う
に
茎
葉
部

分
を
食
用
と
し
ま
す
が
、
特

に
茎
が
甘
く
、
生
で
食
べ
て

も
エ
グ
味
が
な
い
の
が
特
徴

で
す
。
主
に
油
炒
め
や
お
浸

し
が
美
味
し
い
で
す
が
、
写

真
の
よ
う
な
レ
シ
ピ
も
あ
り

ま
す
。
地
域
の
方
の
多
く
は
、

塩
漬
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

　
土
山
町
鮎
河
地
区
で
の
み

栽
培
さ
れ
て
い
る
ア
ブ
ラ
ナ

科
の
変
種
の
野
菜
で
す
。
こ

の
地
域
で
し
か
栽
培
で
き
な

い
と
い
う
不
思
議
な
特
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
栽
培
の
由
来
は
大
正
時
代

か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

気
テ
レ
ビ
み
の
も
ん
た
さ

ん
の
「
お
も
い
っ
き
り
テ

レ
ビ
」
で
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
鮎
河
地
域
の
多
く

の
農
家
で
作
付
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
鮎
河
菜
の

作
付
面
積
が
増
加
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　（
地
元
で
は
、
特
産
野
菜

の
産
地
と
し
て
確
立
し
た

い
と
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。）

　
主
な
出
荷
先
は
、
県
内

生
協
、
Ｊ
Ａ
こ
う
か
の
直

売
所
、道
の
駅
な
ど
で
「
カ

ラ
シ
あ
え
に
す
る
と
絶
品
」

と
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て

い
ま
す
。
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